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「
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問
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ト
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に
よ
る
投
資
決
定
基
準

凶
市
場
評
価
法
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諸
問
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(
以
上
本
号
)

E

資
本
構
成
と
資
本
コ
ス
ト
と
の
関
連

ω
平
均
資
本
コ
マ
ハ
ト
と
最
適
資
本
構
成
に
関
す
る
伝
統
的
見
解
と
M
M
理
論

凶
伝
統
的
立
場
か
ら
の
M
M
理
論
批
判

ゆ

M
M
理
論
批
判
の
再
吟
味

結
び
に
か
え
て

五

四

資
本
コ
ス
ト
算
定
上
の
諸
問
題

I 

不
確
実
性
要
因
と
資
本
コ
ス
ト

(1) 

資
本
予
算
に
お
け
る
資
本
コ
ス
ト
の
役
割
と
不
確
実
性
要
因

割
引
現
金
流
入
法
の
定
式
か
ら
明
か
た
よ
う
に
、
資
本
コ
ス
ト
は
、
各
投
資
計
画
案
の
年
々
の
恥
益
予
測
と
と
も
に
、
最
適
投
資
決
定

の
た
め
の
基
本
的
な
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。

い
く
つ
も
の
投
資
計
画
案
に
資
本
支
出
を
決
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、
資
本
コ
ス
ト
は
「
資

本
支
出
計
画
案
を
許
容
す
る
た
め
の
財
務
標
準
、
二
以
上
の
競
合
的
な
方
法
を
決
定
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
要
素
な
ら
び
に
資
本
の
総
支

出
額
を
決
定
す
る
た
め
の
切
捨
率
L

と
し
て
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
機
能
に
即
し
て
、
そ
れ
は
ま
た

「
切
捨
率
」

(
の
ロ
什

。
同
一
同

E
Z〉
、
「
最
低
目
標
利
益
率
」

(
F
g
a
-
0
5仲

0
2
E蒜
2
5
g
え

B
E
B
)
あ
る
い
は
「
計
算
利
子
率
」

(E-EHHEO片
山
田
の
何
回
。

N
E札
口
、
)
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
特
定
の
貨
幣
支
出
を
伴
な
う
意
味
で
の
原
価
で
は
な
く
、

一
種
の
「
機
会
原
価
」



(
O
U
H】

0
2
z
E
q
g印
け
〉
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
も
論
を
侠
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
他
面
、
資
本
コ
ス
ト
が
所
要
資
本
の
調
達
方
法
や
条
件
に
却
し
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は

た
だ
単
に
投
資
計
画
等
の
一
評
価
と
選
択
に
関
係
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
資
本
調
達
方
法
に
も
規
定
的
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
自
己
資
本
と
他
人
資
本
の
区
別
や
構
成
の
変
化
、
返
済
期
限
や
担
保
の
有
無
お
よ
び
金
額
の
大
小
な
ど
に
基
づ
く
支
払
条
件
の

変
化
な
ど
、
総
じ
て
資
本
調
達
方
法
に
伴
な
う
多
様
な
条
件
の
変
化
が
、

一
応
、
資
本
コ
ス
ト
の
変
化
に
反
映
さ
れ
る
と
み
る
な
ら
ば
、

資
本
調
達
方
法
の
変
化
が
資
本
コ
ス
ト
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
の
問
題
は
、
企
業
の
最
適
資
本
構
成
の
問
題
に
と
っ
て
、
極
め
て

重
要
な
意
義
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
最
適
資
本
構
成
と
い
う
の
は
、
企
業
の
総
資
本
の
平
均
コ
ス
ト
を
極
少
化
さ
せ
る
資
本
調
達

方
法
の
組
合
わ
ぜ
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
資
本
コ
ス
ト
の
極
少
化
を
も
た
ら
す
資
本
構
成
の
適
正
化
は
ま
た
、
そ
れ
だ
け
新
た
な
投
賢
計

画
の
採
用
の
可
能
性
を
増
大
さ
せ
、
す
ベ
て
の
可
能
な
投
資
機
会
を
扱
み
つ
く
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
亨
え
ら
れ
る
か
ら
で
み
日
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
現
在
の
投
資
決
定
論
に
お
い
て
は
、
資
本
コ
ス
ト
は
最
適
投
資
の
決
定
と
最
適
資
本
構
成
の
決
定
の
結
節
環
を
な

す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
社
会
的
生
産
の
無
政
府
制
を
基
礎
と
す
る
資
本
制
生
産
で
は
、
投
資
の
も
た
ら
す
年
々
の
収
益
予
測
は
不
確
実
で
あ
っ

て
、
そ
の
正
確
を
期
し
難
い
。
ま
た
、
資
本
調
達
方
法
も
多
種
多
様
で
、
資
本
市
場
は
一
見
「
不
完
全
市
場
」
で
あ
る
か
ら
、
資
本
コ
ス

ト
を
一
義
的
に
確
定
す
る
の
に
も
多
く
の
困
難
を
伴
な
う
。

と
こ
ろ
が
さ
き
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
デ
ィ

i
ン
や
ル
ッ
ツ
夫
妻
の
初
期

の
理
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
困
難
な
問
題
の
所
在
が
意
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
解
決
法
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
既
に
ゴ
ー
ド
ン
や
ア
ル
バ
ッ
山
な
ど
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
投
資
理
論
は
、

基
本
的
に
は
、

「
収
益
予
測
の
確
実

性
と
完
全
資
本
市
場
の
存
在
」
を
前
提
条
件
と
し
℃
い
た
た
め
に
、
そ
の
理
論
に
お
い
て
は
、
資
本
コ
ス
ト
が
支
配
的
な
市
場
利
子
市
中
と

企
業
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一一一八

さ
れ
て
い
て
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
の
区
別
も
単
な
る
用
語
上
の
差
異
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
資
本
コ
ス
ト
の
概
念
や
測
定
方
法
な
ら
び

〈

4
〉

に
資
本
調
達
方
法
の
決
定
問
題
な
ど
は
、
本
来
的
に
問
題
と
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
収
益
予
測
の
不
確
実
性
と

不
完
全
資
本
市
場
」
の
現
実
的
条
件
の
も
と
で
、
こ
の
伝
統
的
な
投
資
理
論
が
有
効
な
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
の
「
不
確
実
・
不
完

全
」
の
要
因
を
い
か
に
処
理
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
〈
る
の
は
当
然
の
理
窟
で
あ
っ
て
、
最
近
の
投
資
理
論
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
間

題
の
解
明
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
現
実
的
な
条
件
の
も
と
で
最
適
投
資
決
定
に
導
く
有
効
な
投
資
決
定
基
準
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
不
確
実
性
問

題
が
二
つ
の
要
因
に
由
来
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
一
般
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
投
資
計
画
に
内
在

す
る
収
益
の
不
確
実
性
で
あ
っ
て
、
「
経
営
的
不
確
実
性
」

(
ず

g
z
g印
ロ
ロ

8
2巳
ロ
司
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
他
の
一
つ
は
資
本
調
達

方
法
に
由
来
す
る
不
確
実
性
で
、

「
財
務
的
不
確
実
性
」

(
片
山
口
戸
口
の
日

MHHZD
。。H4FNH山口付

U
1
)

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
前
者
は
投
資
計
画
の
も

た
ら
す
年
々
の
営
業
収
益
の
質
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
政
治
・
経
済
の
一
般
的
動
向
、
産
業
諸
部
門
の
特
殊
動
向
・
お
よ
び
企
業
の

市
場
占
有
度
や
経
営
規
模
な
ら
び
に
景
気
変
動
に
対
す
る
適
応
力
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
後
者

は
他
人
資
本
利
用
に
よ
っ
て
生
ず
る
自
己
資
本
純
益
の
不
確
実
性
の
変
化
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
固
定
的
な
確
定
利
子
負
担
や
支
払

条
件
な
ど
に
よ
り
、
自
己
資
本
純
益
の
不
確
実
性
が
経
営
的
不
確
実
性
以
上
に
増
大
す
る
可
能
性
を
い
う
の
で
あ
る
。

ご
く
一
般
的
に
い
っ
て
、
他
人
資
本
の
利
用
は
、
投
資
計
画
の
営
業
収
益
が
確
定
利
子
よ
り
大
な
る
限
り
、
純
益
の
量
を
増
大
さ
せ
る

反
面
、
そ
の
質
を
低
下
さ
せ
る
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
な
不
確
実
性
要
因
を
処
理
す
る
方

法
と
し
て
一
般
に
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

モ
ジ
リ
ア

l
-
一
、
ミ
ラ
ー
や
ゴ
ー
ド
ン
な
ど
に
従
っ
て
、
と
れ
を
「
確
実

性
等
価
法
」
(
の

2
E
Z
q
2
E
S
H
O口
付
与
育
g
o
p
)
と

「
(
証
券
)
市
場
評
価
法
」
〈

B
R
W
E
S
Z
0
5
2
H
H
0
8
も
し
く
は
「
資



本
コ
ス
ト
法
」

(。。∞件。同

2
1
S
H
E
a
F
0
5
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

し
て
、
不
確
実
な
予
想
収
益
を
確
実
な
収
益
と
等
価
の
期
待
値
に
か
え
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
証
券
市
場
に
お
け

(
6
)
 

る
評
価
を
基
礎
に
し
て
、
そ
れ
を
資
本
コ
ス
ト
に
有
機
的
に
織
り
こ
も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
者
が
確
率
論
と
効
用
理
論
と
を
統
合

(
1
)

切

.
ω
o
H
O
B
o
p
z寸
宮
司

C
3
¥
J
P
N立
.

(

2

)

同
ぴ
一
色

-
P
由一
ω
・

(
3
)
Q
-
-
国
・
〉

F
R
Y
-
ロ・白・

0
・・

ωω
・
さ

t
g・
前
掲
邦
訳
五
五
頁
。

な
お
、
ア
ル
パ
ヅ
ハ
は
、
割
引
現
金
流
入
法
は
、
本
来
、
資
本
支
出
の
収
益
性
に
関
連
す
る
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
資
本
調
達
方
法
の
決
定

問
題
を
織
り
こ
む
こ
と
は
結
局
失
敗
す
る
と
し
て
、
伝
統
的
な
投
資
理
論
を
批
判
し
て
い
る
。

(
4
)

宮
・
』
・
の
o
z
c
p
a
-
a
f
E
-
H
i
ω
g内
同
区

1
5・
国

・

k
g口
Y
胆
・
白
・
。
・
・

ωω
・
巴

t
戸
前
掲
邦
訳
二
七

t
三
O
頁。

(
5
)

切・

ω
o
H
O
B
o
p

ま

H，
F
O
R
M
¥
J
U・
ωN.

(
6
)
H
4・
p
g
a包
山
富
山
伶
芦
同
・
忌
日

2
・
0
匂・口比
J

E
開・

ω
C
H
O
B
O
P
E
-
-
E富田
E
m
o
s
gぺ
J
H
)
-
H
S
-

OHM-
口日付・・同】同】・由
ω〉，、

a
A
F

・

~ 

L吋. 

の。同門
HCロ

間
「
確
実
性
等
価
法
」
と
そ
の
問
題
点

デ
ィ

l
ン
や
ル
ヅ
ツ
夫
妻
の
古
典
的
な
研
究
に
お
い
て
も
、
不
確
実
性
問
題
が
全
く
み
す
ご
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
そ
の

解
決
法
と
し
て
確
率
論
の
導
入
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
デ
ィ

I
ン
は
不
確
実
性
要
因
の
処
理
方
法
と
し
て
、

ω

勘
に
よ
る
判
断
、
凶
割
引
率
を
大
に
す
る
方
法
、
倒
投
資
計
画
の
経
済
的
耐
用
年
数
を
短
縮
す
る
方
法
、
川
何
年
々
の
収
益
見
積
り
に
確
率

乗
数
〈
℃

S
E
E
-
日々
5
巳
江
主
目
。
与
を
乗
じ
て
、

一
定
期
間
に
わ
た
る
収
益
予
測
の
不
確
実
性
を
減
少
せ
し
め
る
方
法
の
四
つ
を
列
挙

し
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
全
く
関
説
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)

一
二
九
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。

ル
ッ
ツ
夫
妻
も
ま
た
、
現
在
価
値
に
収
益
予
測
の
確
率
分
布
と
そ
れ
を
等
価
の
期
待
値
に
か
え
る
効
用
分
析
と
を
統
合
す
べ
き
こ
と
を

提
唱
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
極
め
て
一
般
的
か
つ
抽
象
的
な
提
示
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
各
投
資

計
画
案
の
予
想
収
益
の
確
率
分
布
を
等
価
の
期
待
値
に
か
え
る
効
用
画
数
の
確
定
方
法
に
言
及
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
他
人
資
本
を
利

用
し
た
場
合
に
お
け
る
自
己
資
本
純
益
の
確
率
分
布
の
変
化
に
論
及
は
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
い
か
に
解
決
す
べ
き
か
を
明
か
に
す
る
こ

(
B
)
 

と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
確
実
性
等
価
法
に
よ
っ
て
経
営
的
不
確
実
性
を
調
整
す
れ
ば
、
年
々
の
不
確
実
な
期
待
収
益

は
確
実
な
収
益
と
等
価
の
期
待
値
に
還
元
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
理
論
の
建
て
方
か
ら
し
て
、
財
務
的
不
確
実
性
の
問
題
は

左
程
重
要
な
問
題
と
は
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
確
実
性
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
自
己
資
本
と
他
人
資
本
の

区
別
は
単
な
る
用
語
上
の
差
異
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

ル
ッ
ツ
夫
妻
な
ど
は
不
確
実
性
問
題
に
対
す
る
確
実
性
等
価
の
解
決
法
を
示
唆
す
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
、
こ
の
方
法
は
効
用
画
数
の
確
定
方
法
や
財
務
的
不
確
実
性
の
解
決
法
を
具
体
化
す
る
方
向
で
発
展
ぜ
し
め
ら
れ
て
い

ス
ミ

γ
ト
な
ど
の
所
論
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

る
。
そ
の
一
例
を
リ
ン
ゼ
イ
、

サ
メ
ヅ
ツ
や
ピ
ャ
l
マ
ン
、

リ
ン
ゼ
イ
、

サ
メ
ヅ
ツ
の
示
し
に
解
決
法
の
特
徴
は
、
経
営
的
不
確
実
性
を
確
実
性
等
価
法
に
よ
っ
て
期
待
収
益
か
ら
割
引
き
、
財
務

的
不
確
実
性
を
市
場
評
価
法
に
よ
っ
て
資
本
コ
ス
ト
の
規
定
要
因
と
し
て
処
理
す
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
彼
等
の
主
張
す
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
接
近
方
法
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
よ
く
、
経
営
的
不
確
実
性
と
財
務
的
不
確
実
性
と
を
分
析
的
か
つ
理
論
的
に
解

決
す
る
こ
と
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
確
実
性
等
価
法
の
具
体
的
内
容
を
彼
等
の
示
し
た
仮
設
例

に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

い
ま
仮
り
に
、
経
営
者
が
過
去
の
実
績
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
収
益
が
第
1
表
の
ご
と
き
確
率
分
布
を
も
っ
と
予
想
し
て
い
る
投



資
計
画
A
、
B
が
あ
る
と
仮
定
す
る
。
な
お
両
計
画
は
と
も
に
、
並
数
二
、

O
Q
0ド
ル
、
平
均
値
一
、
九
五

0
ド
ル
で
あ
る
。

実現確率

0.05 

0.25 

0.35 

0.30 

0.05 

1. 00 

第 1表

A 計画

予想収益

事4.000

3.000 

2.000 

1.000 

0 

実現確率

0.15 

O. 15 

0.35 

0.20 

O. 15 

1.00 

B 計画

予想収益

事4.000

3.000 

2.000 

1.000 。

こ
の
仮
設
例
で
は
、

B
計
画
の
方
が
確
率
の
分
散
度
が
高

く
、
利
益
が
ゼ
ロ
に
な
る
確
率
も
、
四
、

0
0
0ド
ル
に
な

る
可
能
性
も
と
も
に
大
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
並
数
お
よ

び
平
均
値
は
と
も
に
同
一
で
あ
っ
て
も
、

B
計
画
の
方
が
以

と
こ
ろ
で
、
経
営
者
が
こ
の
二
つ
の
計
画
の
う
ち
の
何
れ
を
選
ぶ
か
は
、
例
え
ば
「
楽
観
的
」
と
か
「
悲
観
的
」
と
い
う
よ
う
な
経
醤

益
の
不
確
実
性
は
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

者
の
態
度
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
態
度
の
違
い
は
ま
た
、

さ
き
の
確
率
分
布
か
ら
可
能
性
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
高
い
現
金
収
入
」

の
効
用
に
対
す
る
主
観
的
な
一
計

と
「
低
い
現
金
収
入
L

(胃
O
ず∞
E

O

包
己
目
立
。
ロ
邸
付
O
m
E仏

2
5可
ロ
の
け
目
。
ロ
∞
骨
O

B

C
山
田

F
b
c戸
、
)

価
の
差
異
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
確
率
分
布
か
ら
期
待
さ
れ
る
追
加
的
な
貨
幣
増
加
の
効
用
を
測
定
し
、
そ
れ
に
も
と

づ
い
て
、
実
現
可
能
性
の
あ
る
期
待
収
益
に
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ェ
イ
ト
を
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第 2表

~$1.000 = 1 

2.000二 0.9

3.000 = 0.7 
4.000 = 0.4 

事 O

1.000 

2.000 

3.000 

い
ま
仮
り
に
、
追
加
的
な
貨
幣
増
加
額
が
限
界
逓
減
の
法
則
に
も
と
き
つ
い
て
逓
減
す
る
と
考
え
て
、
確
率
分

布
か
ら
期
待
さ
れ
る
各
予
想
収
益
毎
に
第
2
表
に
一
爪
す
よ
う
な
ウ
ェ
イ
ト
を
付
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
並
数
二
、

0
0
0ド
ル
の
不
確
実
な
予
想
収
益
を
も
た
ら
す
A
、

待
効
用
と
不
確
実
性
に
対
す
る
割
引
率
は
、
第
3
表
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
c

す
な
わ
ち
、

A
計
画
の
最

大
確
率
二
、

0
0
0ド
ル
の
不
確
実
な
予
想
収
益
は
、
確
実
な
収
益
一
、
五
八

0
ド
ル
と
等
価
の
期
待
値
を
も

一
、
三
八
宜
ド
ル
の
確
実
な
収
益
と
等
価
の
期
待
値
を
も
っ
。

ち、

B
計
画
の
そ
れ
は
、

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
〉

B
二
つ
の
計
画
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期

ま
た
、

不
確
実
性
を

一一一
一



企
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第 3表

A 計 画

予想収益×実現確率=期待値×貨幣効用=期待効用

車4，000 X O. 05 - $ 200 X O. 4 事 80

3， 000 X 0.25 = 750 X O. 7 二 525

2， 000 X O. 35 700 x O. 9 630 

1， 000 x O. 30 300 x 1. 0 300 

。X 0.05 - 0 X 0 ニ O

事1，950←不確実性に→$1，535
対する割引
率=21%

コ事 600 X 0.4 コ事240

400 X む.7 315 

700 X 0.9 土 630

200 X 1. 0 = 200 

o X 0 = 0 

$1，950←不確実性lこ→事1，385
対する割引
率二29%

O. 15 

0.15 

0.35 

0.20 

0.15 

B 計商

事4，000 X 

3，000 X 

2，000 X 

1，000 X 

o X 

一一一一一一

確
実
性
と
等
価
の
期
待
値
に
か
え
る
割
引
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
の
で

(
日
)

占める。以
上
が
経
営
的
不
確
実
性
に
対
す
る
確
実
性
等
価
法
の
概

要
で
あ
る
、
が
、

つ
ぎ
に
財
務
的
な
不
確
実
性
要
因
の
処
理
に

つ
い
て
み
れ
ば
、

リ
ン
ゼ
イ
、

サ
メ
ッ
ツ
に
よ
る
と
、
他
人

資
本
の
利
用
に
も
と
づ
く
負
債
の
上
昇
は
、
確
定
利
子
負
担

増
な
ど
に
よ
っ
て
自
己
資
本
純
益
の
不
確
実
性
の
度
合
に
影

響
を
及
ぽ
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
株
式
市
場
は
危
険
プ
レ
ミ

ア
ム
を
要
求
す
る
か
ら
、
株
式
市
場
価
値
が
低
下
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
資
本
コ
ス
ト
は
単

に
実
質
利
廻
り
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
こ
の
危
険
プ
レ
ミ
ア

(立〉

ム
分
を
追
加
的
資
本
コ
ス
ト
(
出

(
E
E
o
s
-
8
2
0同

8
1
E
C
と
し
て
付
加
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
の

前
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、

リ
ン
ゼ
イ
、

か
ら
、
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ぽ
、
財
務
的
不
確
実
性
を
現
在
の
株
式
市
価
に
係
わ
ら
し
め
て
資
本
コ
ス
ト
に
織
り
こ
む
こ
と
は
、
至
極
妥

一
見

サ
メ
ヅ
ツ
は
企
業
の
投
資
決
定
の
目
標
を
「
株
式
市
場
価
値
の
極
大
化
」
と
規
定
し
て
い
る

当
な
方
法
の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
る
う
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
経
営
的
不
確
実
性
、
ど
財
務
的
不
確
実
性
に
対
す
る
解
決
法
は
、

極
め
て
合
理
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
な
お
依
然
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



ま
ず
確
実
性
等
価
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
企
業
の
投
資
計
画
や
決
定
は
そ
も
そ
も
が
繰
り
返
す
こ
と
の
で
き
な
い
一
回
限
り
の
も
の

で
あ
っ
て
、
反
覆
さ
れ
る
同
質
的
な
大
量
現
象
や
行
為
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
。
だ
か
ら
、
確
率
論
の
よ
う
な
統
計
的
な
意
思
決
定

の
方
法
を
用
い
て
投
資
計
画
の
予
想
収
益
の
確
率
分
布
を
求
め
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
確
率
分
布
は
、
例
え
ば
投
銭
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
大
量
の
同
質
的
現
象
に
含
ま
れ
る
規
則
性
日
客
観
的
な
確
率
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
経
営
者
の
主
観
的
な
確
信
を
表
わ
す
確
率
に

し
か
す
ぎ
な
い
。

か
り
に
経
営
者
が
過
去
の
数
多
く
の
実
績
に
照
ら
し
て
投
資
計
画
の
収
益
の
確
率
分
布
を
予
想
し
た
と
し
て
も
、
資
本

制
生
産
の
本
質
そ
の
も
の
か
ら
し
て
、
新
投
資
の
規
模
や
質
な
ら
び
に
そ
れ
を
と
り
ま
く
競
争
条
件
や
市
場
条
件
な
ど
が
従
前
の
そ
れ
と

は
異
な
る
か
ら
、
予
想
収
益
分
布
そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
未
知
で
あ
り
、
所
詮
、
主
観
的
な
確
信
の
域
を
で
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。ま

た
確
率
分
布
に
効
用
理
論
を
統
合
し
て
確
実
性
等
価
の
期
待
値
を
求
め
る
と
い
っ
て
も
、
効
用
そ
の
も
の
が
経
営
者
の
「
強
気
」
と

か
「
弱
気
」
と
か
い
う
よ
う
な
主
観
的
な
評
価
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
恋
意
的
な
主
観
的
要
素
の
介
入
を
避
け
が
た
い
で
あ

ろ
う
。
か
り
に
、

リ
ン
ゼ
イ
、

サ
メ
ッ
ツ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
限
界
効
用
逓
減
の
法
則
な
ど
に
も
と
づ
い
た
貨
幣
の
効
用
測
定
に
よ

っ
て
「
客
観
的
」
な
効
用
画
数
を
誘
導
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
消
費
者
個
人
の
個
人
的
か
つ
主
観
的
な
商
品
需
要
の
傾
向
を
貨
幣

の
効
用
測
定
に
適
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
用
を
一
義
的
か
つ
客
観
的
に
測
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
確
実
性
等
価
の
期
待
値
」
は
、
投
資
収
益
の
将
来
計
画
に
対
す
る
経
営
者
の
主

観
的
な
評
価
の
博
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
法
は
、
ゴ
ー
ド
ン
が
い
み
じ
く
も
批
判
し
て
い
る
よ
う

に
、
企
業
の
投
資
決
定
問
題
を
通
常
の
賭
博
行
為
と
同
一
視
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
問
題
解
決
に
は
程
遠
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

一
明
何
故
な
ら
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
確
実
性
等
価
の
期
待
値
が
「
賭
に
対
す
る
経
営
者
の
主
観
的
な
確
信
」
の
域
を
で
な
い

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
〉
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業
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一
三
四

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
デ
ィ

i
ン
が
挙
げ
た
素
朴
な
「
勘
に
よ
る
判
断
」
と
本
質
的
に
は
五
十
歩
百
歩
の
差
に
し
か
す
ぎ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
既
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

リ
ン
ゼ
イ
、

サ
メ
ツ
ツ
は
経
営
的
不
確
実
性
に
対
し
て
は
確
実
性
等
価
法
を
、
財
務
的

不
確
実
性
に
対
し
て
は
市
場
評
価
法
を
適
用
し
て
、
不
確
実
性
問
題
を
包
括
的
に
解
現
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
等
の

理
論
に
お
い
て
は
、
株
式
市
場
価
値
と
の
関
連
で
は
財
務
的
不
確
実
性
の
み
が
直
接
的
に
重
視
さ
れ
、
株
式
市
場
価
値
と
経
常
的
不
確
実

性
と
の
直
接
的
な
関
連
は
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
証
券
市
場
で
の
株
式
評
価
は
経
営
的
不
確
実
性
と
財
務
的
不
確
実

性
の
綜
合
的
結
果
を
反
映
す
る
筈
で
あ
り
、

し
か
も
第
一
義
的
な
も
の
は
経
営
的
不
確
実
性
で
あ
っ
て
、
財
務
的
不
確
実
性
は
い
わ
ば
二

次
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
株
式
市
場
価
値
と
経
営
的
不
確
実
性
と
の
関
連
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
と
財
務

的
不
確
実
性
と
の
直
接
的
関
連
の
み
を
取
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ま
た
、

リ
ン
ゼ
イ
、

サ
メ
ヅ
ツ
の
よ
う
に
、
投
資
決
定
の
基
本
目
標
を
「
株
式
市
場
価
値
の
極
大
化
」
と
規
定
す
る
以
上
は
、

論
理
の
当
然
の
筋
道
と
し
て
、
経
営
的
不
確
実
性
が
株
価
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
資
本
コ

ス
ト
に
織
り
こ
む
こ
と
の
方
が
首
尾
一
貫
す
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
株
価
は
個
々
の
経
営
者
や
投
資
家
の
投
資
計
画
に
対
す
る
主

観
的
な
確
信
度
や
期
待
値
と
は
独
立
に
、
そ
れ
ら
の
綜
合
的
な
結
果
と
し
て
証
券
市
場
で
「
客
観
的
」
に
成
立
す
る
期
待
値
に
依
存
す
る

雄
一
口
で
あ
っ
て
、
経
営
的
不
確
実
性
は
資
本
コ
ス
ト
の
規
定
要
因
た
る
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
株
価
に
反
映
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
7
)
同

-uspa-
ロ
山
沖

;
B
-
N
u
t戸
前
掲
邦
訳
三
九

t
四
O
頁。

(
8〉
吋

-
h
r
J
1・
F
口付回

-
o
p
n
F
・
3
・

H
R
t忌
凶
白
出
血

C
F
8・
M
〈

同

・

ロ

?

声

』

・

cc邑
o
p
o℃
・
江
戸

-
H
Y
M
戸

(
9
)
M
P
F
E品
目
白
『

hw
〉・

4
『・

ω田

g
m
F
a・
口
日
付
:
同

-
M
W
H
2
s
g
h
v
ω
・

ω
5広
p
o
u
-
n
E
J
O
F
3・
由
・

な
お
、
現
在
価
値
法
に
確
率
分
布
と
効
用
理
論
を
統
合
し
て
不
確
実
性
問
題
の
解
決
法
を
究
明
し
て
お
ら
れ
る
市
橋
教
授
は
、
リ
ン
ゼ
ィ
、
サ
メ



ツ
ツ
の
不
確
実
性
処
理
の
方
法
が
効
用
理
論
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
欠
い
て
い
る
と
し
て
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
効
用
幽
数
の
導
出
方
法

を
は
じ
め
と
し
て
、
数
学
的
に
徽
密
な
理
論
を
示
さ
れ
て
い
る
市
橋
教
授
の
一
連
の
研
究
に
比
較
す
る
と
、
リ
ン
ゼ
ィ
、
サ
メ
ッ
ツ
の
所
論
ば
甚
だ

単
純
で
は
あ
る
が
、
確
実
性
等
価
法
に
内
在
す
る
本
質
的
な
問
題
点
は
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
市
橋
教
授
の
投
資
決
定
の
モ
デ
ル
に
お

い
て
は
、
寡
関
な
筆
者
に
は
、
い
わ
ゆ
る
財
務
的
不
確
実
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
リ
ン
ゼ
ィ
、
サ
メ
ッ
ツ
ほ
ど
の
積
極
的
な
論
議
の
展
開
が
窺
わ
れ

な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
彼
等
の
所
説
を
取
り
上
げ
た
。
な
お
市
橋
教
授
の
一
連
の
研
究
と
し
て
、

「
経
営
意
志
決
定
に
お
け
る
不
確
実
性
の
評
価
」
大
阪
府
大
『
経
済
研
究
h

第
三
六
号

「
不
確
実
性
と
投
資
決
定
」
『
経
営
教
室
』
第
三
巻
第
一
号

「
現
価
法
、
利
益
率
法
へ
の
提
言
」
『
企
業
会
計
』
第
十
七
巻
第
三
号

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(ω
〉

H
F
F目
白
血
曲
者
伶
〉
-

d

司・

ω日
B
o
z・
3
・
2
f
p
日
記
・
出
・
切
門
司
吋
旨
担
口
伶

ω・
ω同
出
向
島

y
o
p
ロ
コ
:
℃
-
H
M
∞
・
前
掲
邦
訳

一
一
一
頁
。

(日

)
H
F
E
E白書
h
r
k
r
・
4

司
-
F
5
2
N噂
高
・
口
F
・

s-sig-
市
村
昭
一
一
一
『
資
本
構
造
計
画
』
同
文
館
一

O
九

t
一
一
一
一
頁
。

な
お
、
リ
ン
ゼ
イ
、
サ
メ
ッ
ツ
の
所
説
に
つ
い
て
は
市
村
教
授
の
著
書
に
包
括
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(ロ
)
F
E
-
-
M
6・
E
1
8
E仏
三
∞

t5M-
市
村
前
掲
書
一
一
一
六

t
一
二
七
頁
。

リ
ン
ゼ
イ
、
サ
メ
?
ツ
は
各
種
の
資
本
調
達
形
態
の
利
用
に
よ
っ
て
資
本
コ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
考
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
そ
れ
に
論
及
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
I
l
l
志向
P
・

B
・

5印
1
5
r

市
村
前
掲
書
二
一
八

1
一一一一一一

頁。

(
日
)
冨
-

H

・
の
R
a
o
p
O
M
U・ロ日付
-

-

H

V

・
M
m
戸

な
お
、
市
橋
教
授
も
リ
ン
ゼ
イ
、
サ
メ
ッ
ツ
も
企
業
の
投
資
決
定
問
題
を
一
種
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
考
え
る
旨
の
主
張
を
さ
れ
て
い
る
i

i
市
橋

「
不
確
実
性
と
投
資
決
定
」
四
五
頁
o
H
P
F
Z
含
宅
待
〉
・
者
-
m担
5
0什目・

ou・
口
広
・
・
】

V-E-

(
リ

H

〉
勿
論
、
理
論
的
操
作
と
し
て
、
経
営
的
不
確
実
性
と
財
務
的
不
確
実
性
と
を
区
別
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
、
必
要
か
つ
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
場
合
で
も
、
株
式
市
場
価
値
と
経
営
的
不
確
実
性
と
の
関
連
が
ま
ず
究
明
さ
れ
た
う
え
で
、
株
価
と
財
務
的
不
確
実
性
と
の
関
連
が
間
わ
れ
る
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
合
一
)

一一二五



企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)

一一二六

(3) 

「
市
場
評
価
法
」

H

「
資
本
コ
ス
ト
法
」
に
お
け
る
投
資
決
定
基
準

〔

A
〕

市
場
評
価
法
の
基
本
的
特
徴

市
場
評
価
法
あ
る
い
は
資
本
コ
ス
ト
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
は
、
不
確
実
性
要
闘
を
最
も
「
客
観
的
」
に
処
理
し
う
る
方
法
と
し
て
、
広

く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
モ
ジ
リ
ア
i
ヘ
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
方
法
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
気
付
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る

が
ル
こ
の
方
法
を
不
確
実
性
問
題
の
理
論
的
な
解
決
の
た
め
に
投
資
決
定
論
に
導
入
し
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に

D
・
デ
品
ラ
ン
ド
で
あ

っ
た
。デ

ュ
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
不
確
実
性
の
条
件
の
下
で
は
、
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や

I
・
M
-
ケ
イ
ン
ズ
等
が
定
式
化
し
た
投
資
決
定
の

基
準
、

す
な
わ
ち
限
界
投
資
の
収
益
率
と
利
子
率
と
の
交
点
に
投
資
の
均
衡
点
を
求
め
る

「
所
得

(
H
利
潤
)
極
大
化
の
原
理
」
(
け
何
回
。

耳
目
口
o右
目
。
。
同
信
仰
M

門
官
民
自
由
ロ
ぬ
山
口

8
5
0
)
を
も
っ
℃
最
適
投
資
決
定
の
基
準
と
す
る
こ
は
で
き
な
い
。

と
い
う
の
は
、
現
実
の
投
資

決
定
に
お
い
て
は
、
年
々
の
収
益
が
不
確
実
で
あ
り
、
ま
た
負
置
の
遵
入
に
伴
っ
て
利
子
率
が
変
化
す
る
と
と
も
に
自
己
資
本
負
担
の

「
信
用
上
の
危
険
」
も
増
加
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
一
小
確
実
な
限
界
投
資
の
収
益
率
に
確
定
的
な
市
場
利
子
率
を
対
応
さ
せ
て
、
両
方
が

均
衡
す
る
点
ま
で
投
資
を
進
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
界
的
な
投
資
は
損
失
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
c

換
云
す
れ
ば
、

「
利
淵
極
大
化
の
原
理
」
は
限
界
投
資
の
年
々
の
収
益
予
測
が
将
来
と
も
不
変
か
つ
確
実
な
非
現
実
的
条
什
の
も
と
で
し
か
妥
当
し
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
デ
ュ
ラ
ン
ド
は
、
企
業
の
投
資
決
定
の
基
準
は
伝
統
的
な
「
利
潤
極
大
化
の
原
理
」
で
は
な
く
、
現
在
株
主
の
所
有
す
る

「
株
式
投
資
価
値
!
市
場
価
値
極
大
化
」
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
提
唱
す
る
と
と
も
に
、
証
券
評
価
理
論
を
導
入



す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
確
実
性
要
因
を
資
本
コ
ス
ト
に
付
加
す
る
方
注
を
定
式
化
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
人
資
本
の
利
用
に

よ
っ
て
新
投
資
を
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
に
伴
な
う
財
務
上
の
リ
ス
グ
の
変
化
は
、
株
式
の
市
場
価
値
に
反
映
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の

資
本
コ
ス
ト
は
実
質
利
廻
り
で
は
な
く
、
新
投
資
後
の
一
株
当
り
の
投
資
価
値
が
現
在
の
株
式
一
株
当
り
の
投
資
価
値
と
相
等
し
く
な
る

よ
う
な
収
益
率
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
そ
の
基
本
的
な
命
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
投
資
決
定
基
準
が
新
投
資
後
の
株
式
市
場
価
値
と
新
投
資
前
の
既
存
の
投
資
に
基
づ
く
株
式
市
場
価
値
と
の
比
較
に
立

脚
し
て
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
株
式
市
価
と
新
投
資
後
の
収
益
の
質
や
量
な
ら
び
に
資
本
構
成
の
変
化
な
ど
の
諸
変
数
間

の
画
数
関
係
を
明
か
に
す
る
証
券
評
価
理
論
が
、
こ
の
方
法
の
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
蓋
し
当
然
の
成
行
で
あ
ろ

以
上
の
よ
う
な
デ
ュ
ラ
ン
ド
の
主
張
は
、
要
す
る
に
、
新
投
資
の
資
本
コ
広
ト
を
現
在
の
株
式
市
場
価
値
を
維
持
す
る
に
必
要
な
収
益

率
と
規
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
収
益
株
価
率

(
S
E
E
m
匂ユ
g
旨
民
O
)

を
も
っ
て
投
資
決
定
の
基
本
附
指
標
と
す
る
考
え

方
で
あ
る
。
そ
れ
は
株
主
一
般
の
立
場
あ
る
い
は
株
主
の
持
分
均
衡
観
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
問
題
点
は
あ
と

で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
当
面
の
不
確
実
性
問
題
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
デ
ユ
ラ
ン
ド
は
経
営
的
不
確
実
性
と
財
務
的
不
確
実
性
を
包
括

的
か
つ
体
系
的
に
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
る
他
人
資
本
の
導
入
に
伴
な
う
財
務
的
不
確
実
性
の
問
題
の
み
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
本
コ
ス
ト
の
概
念
と
そ
の
測
定
に
つ
い
て
の
デ
ュ
ラ
ン
ド
の
思
考
様
式
は
、
そ
の
後
の
投
資
理
論

の
展
開
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は
、
投
資
決
定
に
有
効
な
資
本
コ
ス
ト
を
測
定
す
る
た
め
に
は
、
株
式
市
場

価
値
の
極
大
化
の
観
点
と
証
券
評
価
理
論
の
導
入
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
一
般
に
容
認
さ
れ
る
に
い
た
ヮ
て
い
る
。

例
え
ば
、

ソ
ロ
モ
ン
や
ゴ
ー
ド
ン
お
よ
び
モ
ジ
リ
ア
l
ニ
、
ミ
ラ

I
等
に
よ
っ
て
、
こ
の
証
券
評
価
法
は
理
論
的
に
も
内
容
的
に
も
深

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
つ
一
)

一コ一七



企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)

八

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
確
実
性
等
価
法
に
代
わ
る
べ
き
方
法
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
等
が
共
通
し
て
主
張
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
不
確
実
性
要
因
の
処
理
に
関
し
て
確
実
性
等
価
法
が
い
か
に
し
て
も
主
観
的
要
素
の
介
入
を
避
け
が
た
い
の

に
対
し
て
、
市
場
評
価
法
は
、
個
々
の
投
資
家
の
主
観
的
評
価
か
ら
独
立
に
客
観
的
に
証
券
市
場
で
形
成
さ
れ
る
株
式
市
場
価
値
に
依
拠

す
る
か
ら
、
そ
れ
を
客
観
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
記
w

も
と
よ
り
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
証
券
市
場
に
お
け

る
在
券
評
価
や
企
業
評
価
の
一
般
的
傾
向
に
対
す
る
理
解
や
そ
の
依
拠
す
る
評
価
理
論
|
註
(
路
〉
参
照
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す
る
た
め
に
、

投
資
決
定
に
有
効
な
資
本
コ
ス
ト
の
基
本
的
指
標
と
し
て
、

ソ
ロ
モ
ン
は
通
説
の
収
益
株
価
率
を
、
ゴ
ー
ド
ン
は
配
当
株
価
率
を
、

-'E:-

ジ

リ
ア

l
ュ
、
ミ
ラ
ー
は
平
均
資
本
コ
ス
ト
を
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
ζ

で、

証
券
評
価
と
資
本
コ
ス
ト
の
関
連
に
つ
い
て
の
理
解
と
接
近
方
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異
と
同
一
性
と
を
明
か
に
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
匂
・
宮
G
a
m
-
Z
E
h
w
玄
-
E
-
豆一

-H叩
p
c
p
口
百
:
目
白
岡
・

ω
。H
D
S
O
P
E
-
-
z
v
p
E宮
田
町
E
J
U・
5M-

(

印

刷

)
U
-
U
ロ吋胆出血・

0
8
H
O出
口
白
宮
白

HM門
同
開
β

ロ
日
々
司
ロ
白
血
由
同

O門
出
口
即
日
出
品
山
田
印
日
吋
円
四
ロ
且
印
胆
HM弘
司
円

O
E
O
H
5
0片
足
白
即
日

2
0
5
0
E池
宮
岡
・

ω
O
H
a
s
p
o
p
-
-
d
p回
世
間
白

S
E
q・
3
・

U
N
1
u
∞

デ
ュ
ラ
ン
ド
の
所
説
に
つ
い
て
は
、
山
田
珠
夫
「
資
本
コ
ス
ト
概
念
の
再
検
討
」
一
長
崎
大
学
『
経
済
と
経
営
』
第
八
四
号
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(日〉

H
E
a
-
-
8・
2
i
g
-
拙
稿
「
資
本
コ
ス
ト
概
念
の
吟
味
」
司
経
蛍
卒
室
』
第
二
巻
第
二
号
。

(
時
)
資
本
コ
ス
ト
算
定
に
必
要
な
評
価
浬
論
と
し
て
、
純
益
法
(
ロ

E
Z
S
B
O
ロ
B
E
R
F〉
、
営
業
収
益
法
官

2
3
2丘町
H
M
m
z
g
g
o
品
。
-

HORV)
と
、
純
益
法
を
基
礎
に
し
て
営
業
収
益
法
の
考
え
方
を
と
り
入
れ
た
折
衷
法
会
己

2
B
E
Z
g
a
M
M
2
2
5
の
三
つ
の
方
法
が
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
理
論
は
、
企
業
収
益
の
不
確
実
性
、
配
当
と
成
長
率
、
負
債
比
率
、
企
業
財
産
の
簿
価

な
ど
の
諸
変
数
と
株
式
市
価
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
や
取
引
所
人
の
限
か
ら
眺
め
ら
れ
た
現
象
把
握
を
、

J

W

-
ミ

l
ダ
ー
や

B
・
グ
ラ
ハ
ム
、
D
-
L
・
ド
ッ
ド
等
が
整
序
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ラ
ン
ド
や
ソ
ロ
モ
ン
な
ど
の
通
説
を
代
表
す
る
見
解
が
折
衷
法
に
依
拠



し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

折
衷
法
は
、
利
子
控
除
後
の
純
益
を
一
定
の
収
益
株
価
率
で
除
し
て
株
式
市
場
価
値
を
求
め
る
の
で
あ
る
が
、
負
債
比
率
が
あ
る
妥
当
な
範
箇
ま

で
は
収
益
株
価
率
(
自
己
資
本
コ
ス
ト
)
も
借
入
利
子
率
も
不
変
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
に
両
者
は
と
も
に
上
昇
す
る
と
考
え
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
平
均
資
本
コ
ス
ト
は
負
債
比
率
の
上
昇
に
伴
な
っ
て
U
字
型
に
経
過
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
営
業
収
益
法
は
、
利
子
控
除
前
の
営
莱
収
益
を
一
定
の
資
本
還
元
率
(
平
均
資
本
コ
ス
ト
)
で
除
し
て
、
企
業
の
発
行
一
証
券
全
体

の
市
場
価
値
を
求
め
、
こ
れ
か
ら
社
債
の
市
伺
を
差
引
い
て
株
式
市
価
を
求
め
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
理
論
に
付
い
て
は
負
債
比
率
に
か
か
わ
り
な

く
平
均
資
本
コ
ス
ト
は
常
に
一
定
で
あ
り
、
収
議
株
価
率
は
負
債
比
率
の
変
化
に
伴
っ
て
変
化
す
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
評
価
理
論
の
何
れ
に
依
拠
す
る
か
に
よ
っ
て
、
算
定
さ
れ
る
平
均
資
本
コ
ス
ト
や
収
益
株
価
率
に
差
が
生
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
現

実
妥
当
性
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
争
わ
れ
、
と
く
に
営
業
収
益
法
に
立
脚
す
る
モ
ジ
リ
ア
l
ニ
、
ミ
ラ
!
と
、
折
実
法
に
立
脚
す
る
デ
ュ
ラ
ン
ド
、
ソ

ロ
モ
γ
等
の
伝
統
的
な
見
解
と
の
間
に
、
激
し
い
論
争
が
繰
り
返
え
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

(
E項
参
照
)
O
i
-
-
ぇ・・

ζ
-
M
-

。
。
昆
o
p

。℃

-nx・・

3
・
8
1
8・
同

-
F
H
O
B
S
-
4
E
R
-
-
苦
・
∞
H
1
E
-
平
田
正
敏
「
F
0
4
0
2岡
田
と
資
本
コ
ス
ト
」
西
南
学
院
大
学
『
商
学

論
集
』
第
十
一
巻
三
。
熱
川
林
也
「
資
本
コ
ス
ト
を
め
ぐ
る
諸
問
問
題
の
一
考
察
」
東
京
経
大
学
会
誌
第
四
六
号
。

(
日
)
切

-
F
E
E
D
P
-
4
v
g
q
J
P
臼
門
戸
同
・
。
。
片
品
。
P

3
口
芹
;
哲
也
-

M
吋

i
N∞
g色

S
I
S
-
H
4・
豆
急
日
間
口
白
色

hw
出
・
冨
-

冨
邑
2
・
OHM-ay
・
MMMM
・ロ
N
}山
日

ω
・

ハ
B
〕

投
資
決
定
の
基
本
指
標
と
し
て
の
収
益
株
価
率

ソ
ロ
モ
ン
は
不
確
実
性
要
因
を
綜
合
的
に
反
映
し
た
有
効
な
資
本
コ
ス
ト
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
若
干
の
前
提
条

件
を
措
定
し
た
最
も
簡
単
な
情
況
の
も
と
で
、
資
本
コ
ス
ト
が
い
か
に
測
定
さ
れ
る
べ
き
か
の
基
本
定
式
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
前
提
条

件
は
、
不
確
実
性
な
ど
の
複
雑
な
現
実
的
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
出
発
点
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ω新
投
資
の
経
営
酌
不
確
実

性
は
既
存
投
資
の
そ
れ
と
相
等
し
く
、

ω企
業
は
全
額
自
己
資
本
か
ら
成
り
、
か
つ
新
投
資
の
資
金
は
新
株
発
行
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
る

と
の
仮
定
で
あ
石
町
な
お
、
ソ
ロ
モ
ン
は
通
説
に
従
ぃ
、
株
式
市
場
価
値
形
成
の
基
本
的
要
因
を
期
待
収
益
の
流
れ
と
考
え
、
そ
れ
が
配

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)

一一二九



企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
〉

一
四

O

当
と
留
保
利
益
に
分
割
さ
れ
る
割
合
如
何
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
と
見
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
条
件
の
も
と
で
、

い
ま
仮
り
に
、
新
投
資
が
行
わ
れ
な
い
場
合
の
既
存
投
資
の
も
た
ら
す
一
株
当
り
の
期
待
収
益
を

h
、
新
株
発
行
に
よ
っ
て
企
業
の
取
得
す
る
一
株
当
り
の
純
手
取
額
を

P
、
既
発
行
株
数
を
S
、
新
株
発
行
数
を
X
の
記
号
を
も
っ
て
表

わ
す
と
す
れ
ば
、
現
在
の
株
価
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
収
益
日
資
本
コ
ス
ト
民
は
、

つ
ぎ
の
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

t;" 
o 

11 
切
〉

ul 
1+ 

←01 
|阿
i、ーノ

阿11
国
〉
/ー、
ul 

11 

司I~

(
H
)
 

右
の
式
に
お
い
て
、
分
母
の
司
-

M
門
は
増
資
手
取
額
H
新
投
資
額
を
示
す
が
、
現
在
株
価
維
持
の
建
て
前
か
ら

P
は
現
在
株
価
を
意
味

す
る
。
分
子
の
同

kr(ω+凶
)
l
出
〉

(ω)
は
新
投
資
後
の
一
株
当
り
の
期
待
収
益
と
新
投
資
前
の
そ
れ
と
が
相
等
し
く
な
る
た
め
に
必

要
な
追
加
的
期
待
収
益
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
般
に
収
益
株
価
率
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
既
存
投
資
と
同
質
の
期
待

収
益
の
流
れ
を
証
券
市
場
が
評
価
す
る
場
合
の
資
本
還
元
率
を
示
す
の
で
あ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
闘
を
こ
え
る
期
待
収
益
率

を
も
た
ら
す
新
投
資
は
、
企
業
の
純
現
在
価
値
を
高
め
て
株
式
市
場
価
値
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
問
。
な
お
、
新
投

資
の
期
待
収
益
率
の
不
確
実
性
が
既
存
の
そ
れ
よ
り
も
大
な
る
場
合
に
は
、
企
業
全
体
の
利
益
に
衝
撃
を
与
え
て
市
場
は
よ
り
高
い
資
本

還
元
率
を
要
求
す
る
か
ら
、
新
投
資
後
の
市
場
価
値
は
低
下
す
る
筈
で
あ
り
、

か
か
る
質
の
低
下
を
量
の
増
大
に
よ
っ
て
補
う
た
め
に
、

(
忽
)

こ
の
場
合
の
新
投
資
の
最
低
限
の
期
待
収
益
は
そ
れ
だ
け
大
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
基
本
定
式
そ
れ
自
体
は
、
新
株
発
行
の
資
本
コ
ス
ト
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、

ソ
ロ
モ
ン
は
こ
の
基
本
定
式
を
出

発
点
と
し
て
、

つ
ぎ
に
順
次
に
、
さ
き
に
示
し
た
前
提
条
件
を
取
り
去
り
、
利
益
の
内
部
留
保
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
成
長
要
因
や
他
人
資
本

の
利
用
な
ど
の
条
件
を
導
入
し
て
、
複
雑
な
現
実
的
条
件
の
も
と
に
お
け
る
資
本
コ
ス
ト
測
定
の
具
体
的
方
法
を
展
開
し
な
が
ら
、
収
益



株
価
率
が
経
営
的
不
確
実
性
の
み
で
な
く
財
務
的
不
確
実
性
を
も
綜
合
的
に
反
映
し
う
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
多
少
の
煩

雑
さ
を
い
と
わ
ず
に
、

ソ
ロ
モ
ン
に
従
っ
て
こ
の
関
係
を
み
れ
ば
、

つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

い
ま
仮
り
に
、

B
を
発
行
社
債
の
市
価
、

S
を
発
行
株
式
の
市
価
、

V
を
企
業
の
総
市
場
価
値
と
し
、

0
・
を
年
度
営
業
収
益
、

F
を
年

豆
一
位
置
利
子
、

E
を
年
度
純
益
と
し
て
資
本
コ
ス
ト
を
み
れ
ば
、

つ
ぎ
の
関
係
式
が
え
ら
れ
る
。
な
お
、
分
析
の
単
純
化
の
た
め
に
、
資

本
構
成
は
社
賓
と
株
式
の
み
か
ら
成
り
、
既
存
投
資
と
新
投
資
の
期
待
収
益
の
質
は
等
し
く
、

か
つ
課
税
効
果
を
無
視
す
る
も
の
と
仮
定

す
る
。

回

H
U
H
-
h
l沙
が

rJFH

R
H
 

士三

?
」
仰

lsrJFHE!?

(ω) 
(
串
)

右
の
関
係
式
に
お
い
て
、
一
旧
は
社
債
の
実
質
利
廻
り
を
、
加
は
収
益
株
価
率
を
、
加
は
平
均
資
本
コ
ス
ト
を
一
部
す
が
、

J

1

H

切

+ω
・

c
l
匂
+
切
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
つ
の
資
本
コ
ス
ト
の
相
互
関
係
は
、

つ
ぎ
の
伺
式
で
示
さ
れ
る
。

W
O
H
 

woω+甲
向
日
切

切
十

ω

(
日
)

い
ま
仮
り
に
司

H
H
H
ω
¥
(
ω
7
回)・

4
4
N
H
切
¥(ω
十
∞
)
と
し
て
、

閉
式
に
代
入
整
理
す
れ
ば
、
旬
、
同
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
式
が
え

ら
れ
る
。

W
O
H
M
8
4司
H
ム

E
d
J

(∞) 
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耳
目
?
を
i
E

〉ムー

(
斗
)

さ
て
、

ソ
ロ
モ
ン
に
よ
れ
ば
、
加
は
、
削
式
お
よ
び
、
出
別
式
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
企
業
の
営
業
収
益
O
の
流
れ
の
質
、
す
な
わ
ち
経

営
的
不
確
実
性
を
反
映
し
、
市
価
基
準
に
よ
る
資
本
構
成
比
率
|
い
わ
ゆ
る
レ
パ
リ
ジ

め
ら
れ
る
。
ま
た
、

h
は
、
同
州
式
お
よ
び
仰
式
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
企
業
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
純
益

E
の
流
れ
の
質
を
反
映
し
、
切

に
財
務
的
不
確
実
性
の
調
整
宜
(
E
1
E
)
|
同
ー
を
加
え
た
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
は
単
に
経
営
的
不
確
実
性
の
み
で

{

ω

 

な
く
、
財
務
的
不
確
実
性
を
も
綜
合
的
に
反
映
す
る
こ
と
が
可
抽
出
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
い
勾
w

そ
し
て
ソ
ロ
モ
ン
は
、
新
投
資
の
期
待
収

(-0405mo)li'に
よ
っ
て
加
重
平
均
し
て
求

益
の
質
な
ら
び
に
調
達
資
本
の
構
成
が
既
存
の
そ
れ
と
異
な
り
、

か
つ
課
税
効
果
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
最
も
具
体

的
な
条
件
に
論
及
し
て
、

っ
、
ぎ
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
投
資
案
に
対
し
て
単
一
の
共
通
な
尺
度
を
適
用
す

る
加
重
平
均
資
本
コ
ス
ト
恥
は
、
右
の
現
実
的
な
条
件
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
収
益
株
価
率
民
は
そ
れ
に
適
応
で

き
る
可
能
性
と
方
法
と
を
兼
ね
備
え
て
い
る
か
ら
、
投
資
決
定
に
有
効
な
資
本
コ
ス
ト
の
具
体
的
指
標
と
し
て
は
、
収
益
株
価
率
の
方
が

〈
泌
)

平
均
資
本
コ
ス
ト
よ
り
も
優
れ
て
い
る
ど
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
ソ
ロ
モ
ン
の
主
張
は
、
要
す
る
に
、
何
等
か
の
方
法
で
金
融
さ
れ
た
場
合
の
新
投
資
に
よ
っ
て
、
現
在
株
主
の
一
株
当
り
の
純

益
の
量
も
し
く
は
質
が
低
下
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
株
式
市
場
価
値
が
下
落
す
る
か
ら
、
株
主
の
立
場
か
ら
現
在
株
価
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
現
在
の
一
株
当
り
の
期
待
収
益
と
質
量
と
も
に
相
等
し
い
利
益
が
、
最
低
限
、
新
投
資
に
要
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
が
、
さ
き
に
論
及
し
た
デ
ュ
ラ
ン

γ
の
所
説
と
同
様
に
、

一
種
の
持
分
均
衡
銃
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ

ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
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切
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ω
C
H
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H
H
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M
M
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ι
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自
己
巴
・

(
匁
)
阿
寸
門
戸

w

H》
H
Y
A
F
H
-
A
H品
田
口
円
凶
町
一
回
・

(
辺
)
諸
井
勝
之
助
「
資
本
予
算
の
基
本
問
題

(
3
)
」
東
京
大
学
『
経
済
学
論
集
』
第
三

O
巻
第
二
号
、
五
六

t
五
七
頁
。

(
お
)
肘
・

ω
O
H
o
s
o
p
-
斗

Z
0
3
.
J
E
-
叶

0
1
2・

(
引
品

)
F
E・

E-
記
}
斗
∞

な
お
、
ソ
ロ
モ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
資
本
構
成
会
前
提
と
L
、
か
つ
既
存
投
資
の
期
待
収
益
の
頭
と
新
投
資
の
そ
れ
と
が
相
等
し
い
場
合
に

は
、
収
益
株
価
率
基
準
に
よ
っ
て
も
、
平
均
資
本
コ
ス
ト
基
準
に
よ
っ
て
も
、
と
も
に
正
し
い
結
果
が
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は

収
益
株
価
率
か
平
均
資
本
コ
ス
ト
か
の
問
題
ほ
重
要
で
な
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
ソ
ロ
モ
ン
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
柴
川
教
授
の
前
掲

論
孜
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
な
お
、
柴
川
教
援
の
論
放
は
、
ソ
ロ
モ

γ
の
所
論
の
全
内
容
を
極
め
て
包
括
的
に

紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〔

C
〕

収
益
株
価
率
基
準
に
対
す
る
諸
批
判

ゴ
ー
ド
ン
も
ま
た
、
新
投
資
ぽ
最
低
限
、
現
在
の
株
式
市
場
価
値
を
維
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
見
地
か
ら
、
資
本

コ
ス
ト
概
念
の
考
え
方
と
測
定
方
式
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
場
合
に
は
、
証
券
市
場
に
お
け
る
株
式
評
価
の
客
観
的
傾
向
か
ら

み
て
、

株
価
形
成
の
基
礎
が
期
待
収
益
の
流
列
の
現
在
価
値
で
は
な
く
、

「
成
長
的
な
配
当
流
列
」

(ぬ

5
4司
山
口
問
印
可

E
E
O同

門

凶

0
4日

l

円
凶

O
ロ
仏
国
)
の
現
在
価
値
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
期
待
配
当
株
価
率
を
も
っ
て
投
資
決
定
に
有
効
な
資
本
コ
ス
ト
の
基
本
的
尺
度
と
す
べ

き
こ
と
を
主
張
し
℃
い
る
の
で
あ
問
。
こ
の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
も
、
配
当
と
内
部
留
保
へ
の
利
益
の
分
割
割
合
が
株
式
市

場
価
値
に
決
定
的
な
意
味
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
ゴ
ー
ド
ン
は
か
か
る
見
地
か
ら
、
ま
ず
最

初
に
最
も
簡
単
な
情
況
の
も
と
で
の
配
当
流
列
法
に
よ
る
株
式
評
価
の
基
本
モ
デ
ル
を
設
定
し
、

つ
ぎ
に
経
営
的
不
確
実
性
や
他
人
資
本

の
利
用
に
よ
る
自
己
資
本
純
益
の
確
率
分
布
の
変
俗
な
ら
び
に
財
務
流
動
性
の
変
化
な
ど
の
財
務
的
不
確
実
性
の
問
題
を
阪
次
導
入
し
な

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)

四



企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)

一
四
四

が
ら
、
不
確
実
性
要
困
を
包
括
的
か
っ
「
客
観
的
」
に
資
本
コ
ス
ト
に
加
味
す
る
方
法
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
彼
の
示
し
た
配
当
流
列
法
の
基
本
モ
デ
ル
に
は
、

い
わ
ゆ
る
成
長
要
因
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
モ
デ
ル
に

お
い
て
は
、
企
業
は
外
部
市
場
か
ら
の
資
本
調
達
を
行
わ
ず
に
留
保
利
益
に
よ
っ
て
新
投
資
資
金
を
賄
い
、
そ
の
内
部
投
資
の
再
投
資
利

益
率
は
現
在
の
そ
れ
と
相
等
し
く
、

か
っ
そ
の
収
益
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
割
合
で
配
当
と
留
保
利
益
に
分
割
さ
れ
る
と
い
う
前
提
条
件
が

措
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仮
定
の
も
と
で
、

一
定
比
率
で
成
長
し
て
ゆ
く
と
期
待
さ
れ
る
配
当
増
加
額
を
現
在
の
配
当
額
に
加
味

(
幻
)

し
た
と
こ
ろ
の
期
待
配
当
の
流
列
を
現
在
価
値
に
割
引
い
た
も
の
、
こ
れ
が
株
式
市
場
価
値
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
だ

と
す
る
と
、
現
在
の
留
保
利
益
は
将
来
の
配
当
増
加
を
約
束
し
、
そ
の
期
待
配
当
増
加
額
の
現
在
価
値
、

つ
ま
り
株
価
上
昇
に
よ
る
資
本

利
得
を
約
束
す
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
期
待
配
当
の
成
長
要
因
を
決
定
的
に
規
定
す
る
も
の
が
収
益
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、
指
摘
す

る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
成
長
要
因
を
含
む
場
合
の
投
資
決
定
の
基
本
指
標
と
し
て
、
収
益
株
価
率
を
と
る
べ
き
か
期

待
配
当
株
価
率
を
と
る
べ
き
か
の
議
論
そ
れ
自
体
は
、
あ
ま
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

事
実
、
投
資
決
定
の
基
本
的
指
標
と
し
て
収
益
株
価
率
と
配
当
株
価
率
の
い
ず
れ
を
と
る
に
し
て
も
、
利
益
留
保
に
よ
る
成
長
要
因
を

考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
|
こ
れ
が
最
も
現
実
的
で
あ
る
|
、

と
も
に
相
等
し
い
結
果
が
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

J
・
リ
ン
ト
ナ
ー
や
ミ
ラ

(me 

l
、
モ
ジ
リ
ア
1
ニ
お
よ
び
ソ
ロ
モ
ン
等
に
よ
っ
て
既
に
明
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ゴ

I
ド
シ
自
ら
も
ま
た
認
め
て
い
な
か

(鈎〉

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

モ
ジ
リ
ア
l

ニ
、
ミ
ラ
ー
は
、
市
場
評
価
法
を
最
も
強
く
支
持
し
て
そ
の
理
論
的
深
化
を
意
図
し
た
が
、
会
社
総
資
本
の
平
均
コ
ス
ト

と
収
益
株
価
率
の
動
向
な
ら
び
に
投
資
決
定
基
準
に
つ
い
て
、

通
説
と
は
際
立
っ
た
対
照
を
示
す
独
自
の
理
論
i
い
わ
ゆ
る
M
-
M
の
三
命

題
ー
を
展
開
し
た
た
め
に
、
多
く
の
論
議
を
ま
き
起
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
議
論
の
主
た
る
対
象
は
、
資



本
構
成
と
資
本
コ
ス
ト
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
の
で
、
そ
の
立
ち
入
っ
た
考
察
は

E
項
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
当
面
の
不
確
実

性
問
題
に
限
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

モ
ジ
リ
ア
l

ニ
、
ミ
ラ
!
の
理
論
を
特
徴
を
つ
け
る
も
の
は
、
「
等
価
利
益
ク
ラ
ス
」

〈

o
ρ
E
S
-
o
Dけ

B
E
E
-
o
-
g田
〉
あ
る
い
は
「
同

質
的
危
険
グ
ラ
ス
」

(
町
内
》

E
o
m
2
0
0
5
己
評
己
忠
明
)
と
よ
ば
れ
る
概
念
と
「
裁
定
取
引
」
(
月
ぴ

R
E
m
o
)
を
中
心
と
し
た
資
本
市
場

の
均
衡
化
原
理
と
を
援
用
し
て
、
不
確
実
性
問
題
の
体
系
的
な
解
決
を
意
図
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
等
価
利
益
グ
ラ
ス
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
企
業
の
発
行
す
る
株
式
か
ら
え
ら
れ
る
利
益
が
、
同
じ
グ
ラ
ス
に
属
す
る
他
の
企

の
そ
れ
と
相
互
に
同
質
的
な
も
の
と
評
価
さ
れ
、
そ
の
株
式
が
完
全
に
代
替
性

(
8号
巴
丘
町
O
口
)
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
企
業
集
団

に
、
上
場
会
社
を
分
類
す
る
と
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
概
念
は
、
製
品
の
種
類
、
生
産
技
術
な
ら
び
に
市
場
占
有
度
な
ど
、

総
じ
て
企
業
の
独
占
度
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
企
業
資
産
の
利
益
の
質
U

経
営
的
不
確
実
性
に
対
し
て
証
券
市
場
が
同
程
度
と
評
価
し
て

い
る
企
業
集
団
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
ジ
リ
ア
l
ニ
、
ミ
一
フ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
等
価
利
益
ク
ラ
ス
ご
と
に
証
券
市
場
の

要
求
す
る
固
有
の
資
本
還
元
率
が
存
在
し
、

し
か
も
そ
れ
は
、
資
本
構
成
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
常
に
一
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
の
成
立
を
基
礎
づ
け
る
も
の
が
、
合
理
的
な
投
資
家
の
裁
定
取
引
と
よ
ば
れ
る
資
本
市
場
均
衡
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

モ
ジ
リ
ア
1
-
一
、
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
あ
る
企
業
が
他
人
資
本
の
利
用
を
高
め
て
総
資
本
の
平
均
コ
ス
ト
を
安
く
し
、
企

業
の
発
行
証
券
の
総
市
場
価
値
(
企
業
の
市
場
価
値
)
を
高
め
よ
う
と
し
て
も
、
投
資
家
全
体
が
そ
れ
に
対
応
し
て
、
財
務
酌
危
険
の
多

い
当
該
企
業
の
株
式
を
売
却
し
、
借
金
ま
で
し
て
も
同
一
等
価
利
益
ク
ラ
ス
に
属
す
る
企
業
の
有
利
な
株
式
を
購
入
す
る
か
、
あ
る
い
は

• 

安
全
度
の
高
い
社
債
と
交
換
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
投
資
家
行
動
の
結
果
、
当
該
企
業
の
株
式
市
価
は
低
下
し
て
収
益
株
価
率
が

企
業
の
投
資
決
定
論
の
選
本
的
性
格
(
二
〉

一
四
五



企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
つ
一
)

一
四
六

増
大
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
安
い
他
人
資
本
コ
ス
ト
の
有
利
さ
は
完
全
に
中
和
化
さ
れ
、
企
業
の
総
資
本
の
平
均
コ
ス
ト
は
、
利
子
の
損

金
算
入
に
も
と
づ
く
課
税
効
果
を
無
視
す
れ
ば
、
常
に
一
定
に
落
着
く
と
い
う
の
で
あ
る
(
い
わ
ゆ
る
第
一
丸
駒
一
。

以
上
は
、

モ
ジ
リ
ア

i
ニ
、
ミ
ラ
ー
の
資
本
市
場
に
お
け
る
部
分
的
均
衡
成
立
の
理
論
を
極
め
て
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

論
議
の
過
程
か
ら
容
易
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
の
平
均
資
本
コ
ス
ト
が
そ
の
企
業
の
属
す
る
等
価
利
益
グ
ラ
ス
に
固
有
の
資
本
還
元

率
に
等
し
い
こ
と
、
ま
た
、
他
人
資
本
の
利
用
度
に
い
わ
ば
比
例
し
て
自
己
資
本
負
担
の
財
務
的
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
が
要
求
さ
れ
、
収
益

株
価
率
が
比
例
的
に
上
昇
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と
が
含
蓄
的
に
示
さ
れ
て
い
る
(
資
本
構
成
の
変
化
に
伴
な
う
収
益
株
価
率
の
動
向
を
明
示
し
た

の
が
、
い
わ
ゆ
る
第
二
命
題
)
。
そ
し
て
モ
ジ
リ
ア
l
ニ
、
ミ
ラ
ー
は
、
こ
の
平
均
資
本
コ
ス
ト
均
衡
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
し
て
、
投
資
決

定
の
基
準
、
す
な
わ
ち
現
在
株
価
を
維
持
す
る
た
め
の
最
少
限
の
期
待
収
益
が
、
市
場
利
子
率
や
収
益
株
価
率
で
は
な
く
、
そ
の
企
業
の

る属
(す
いる
わ隼

?白
書裂
命グ

題詰ラ
)ごス

固
有
の
資
本
還
ヌじ
率

つ
ま
り
平
均
資
本
コ
ス
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ

さ
て
、
平
均
資
本
コ
ス
ト
、
収
益
株
価
率
な
ら
び
に
投
資
決
定
基
準
に
つ
い
て
の
モ
ジ
リ
ア
l

ニ
、
ミ
ラ

1
の
見
解
は
、
註
(
謁
)
で
述

べ
た
よ
う
に
、
負
債
比
率
の
あ
る
妥
当
な
範
囲
ま
で
は
収
益
株
価
率
は
一
定
で
あ
り
、
平
均
資
本
コ
ス
ト
は

U
字
型
に
経
過
す
る
と
み
る

伝
統
的
な
見
解
と
鋭
く
対
立
す
る
観
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

モ
ジ
リ
ア

I
ニ
、
ミ
ラ
ー
が
、
証
券
市
場
の
評
価

を
基
礎
に
し
て
、
不
確
実
性
要
因
を
綜
合
的
か
つ
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
以
上
の
論
議
か
ら
明
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
そ
れ
は
、

経
営
的
不
確
実
性
|
|
等
価
利
益
ク
ラ
ス
の
概
念
に
よ
る
上
場
会
社
の
分
類

財
務
的
不
確
実
性
|
|
平
均
資
本
コ
ス
ト
均
衡
化
の
過
程
に
お
け
る
収
益
株
価
率
の
比
例
的
な
変
化



と
い
う
対
応
関
係
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
等
価
利
益
グ
ラ
ス
と
い
う
概
念
や
裁
定
取
引
の
考
え
方
を
援
用
し
た
思

考
様
式
の
現
実
妥
当
性
に
つ
い
て
は
多
く
の
異
論
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
し

(
E
項
参
照
)
、

ま
た
、
例
え
ば
企
業
の
新
投
資
の
収
益
の
質
が

既
存
の
そ
れ
と
異
な
る
場
合
、
こ
の
企
業
の
新
投
資
後
に
属
す
る
等
価
利
益
グ
ラ
ス
は
、
以
前
の
そ
れ
で
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

こ
の
概
念
に
よ
っ
て
経
営
的
不
確
実
性
要
因
が
ど
れ
ほ
ど
解
決
さ
れ
う
る
か
に
つ
い
て
も
、
疑
問
は
残
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
コ
ス
ト
の
動
向
や
投
資
決
定
基
準
に
関
す
る
伝
統
的
な
見
解
と
の
違
い
に
つ
い
て
み
る
と
、

ソ
ロ
モ
ン
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
両
者
の
差
異
が
現
実
的
に
意
味
を
も
つ
の
は
、
「
負
債
比
率
が
あ
る
妥
当
な
範
囲
」
を
こ
え
た
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
妥

(
お
)

当
な
範
囲
内
で
は
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
負
債
比
率
の
妥
当
な
範
囲
」
に
つ
い
て
も
、

伝
統
的
な
理
論
は
何
等
理
論
的

に
解
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
一
義
的
に
明
か
に
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
、

ソ
ロ
モ
ン
も
認

め
て
い
る
よ
う
に
、
正
に
金
融
機
関
の
有
す
る
画
数
で
あ
っ
て
、
企
業
の
当
面
す
る
経
営
的
不
確
実
性
を
金
融
機
関
が
い
か
に
評
価
す
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
結
局
、
産
業
企
業
と
銀
行
と
の
融
合
・
癒
着
の
度
合
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
資
本
コ
ス
ト
の
動
向
や
投
資
決
定
基
準
に
関
す
る
両
者
の
差
異
は
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
の
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
モ
ジ
リ
ア
l

ニ
、
ミ
ラ
ー
も
ま
た
、
現
在
株
価
維
持
の
観
点
か
ら
、
不
確
実
性
要
因
を
資
本
コ
ス
ト
に
有

機
的
に
織
り
こ
も
う
と
し
て
い
る
点
で
は
、
正
に
ソ
ロ
モ
ン
等
の
主
張
す
る
通
説
と
本
質
的
に
は
全
く
向
一
の
思
考
線
上
に
立
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

(お
)

Q

J

F

向
・
』
・
の
c
E
C
P
C匂・口
P
・
B-
お
1
F
E
E且
H
O
C
-

(

M

A

)

同

σ広・・

0
何回担℃・日・

ゴ
ー
ド
ン
は
、
株
価
形
成
に
と
ヮ
て
収
益
よ
り
も
配
当
政
策
如
何
が
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
理
由
と
し
て
、
リ
ス
グ
な
い
し
不
確
実
性
を
忌
避
す

る
一
般
投
資
家
の
行
動
と
留
保
利
益
の
再
投
資
利
益
率
の
変
化
の
可
能
性
と
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
利
益
留
保
に
よ
っ
て
配
当
支
払
が
そ
れ

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
つ
一
)

四
七



企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
〈
二
)

一
四
八

だ
け
将
来
に
延
ば
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
そ
の
不
確
実
性
が
増
大
し
、
そ
れ
は
ま
た
再
投
資
利
益
率
の
変
化
の
可
能
性
に
よ
っ
て
増
大
せ
し
め
ら
れ

る
か
ら
、
投
資
家
は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
高
い
割
引
率
で
将
来
の
配
当
額
を
現
在
価
値
に
割
引
く
た
め
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

|
1
5
p・
3
・

品
川
町
}
、
白
0
.

(
幻

)
ζ
-
H
-
C
2
E
p
a・
ロ
日
付
:
署
・

8
t会
自
己
印
0
・

口

同

:

宮

-
F

の
o
z
oロ

g品
開

-
g
a
g
-
C者向
g
H
Eロ
ザ

5
3
H

〉
ロ
曲
目
吋
即
日
曲
目
吋
吉
岡

2
口
町
白
色
何
回

g
o片
岡

M
5
2
y
日
口
問

.
ω
o
H
O
B
o
p
。
門
戸
・
士
宮
戸
HH担
問
問

B
Sぺ
J

円

VHY
立
ωiEhH.

本
文
の
叙
述
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ゴ
ー
ド
ン
の
示
し
た
株
式
評
価
の
基
本
モ
デ
ル
と
資
本
コ
ス
ト
の
決
定
ぞ
デ
ル
と
を
示
し
て
お
こ
う
。

;

t

t

 

t
年
後
の
株
式
市
場
価
値
を
町
、
配
当
額
D
、
収
益
を
Y
と
し
、
株
式
一
株
当
り
の
利
益
率
を

r
、
科
益
留
保
率
を
b
、
成
長
要
因
を
含
む
期
待

配
当
利
廻
り
日
資
本
コ
ス
ト
を
k
、
現
行
配
当
利
廻
り
を
a
H
U
C
¥
句
。
と
す
れ
ば
、
本
文
で
示
し
た
前
提
条
件
の
も
と
で
は
、
株
式
一
株
当
り
の
利

益
は
年
々
巾
の
割
合
で
成
長
す
る
か
ら
、
ま
ず
つ
ぎ
の
関
係
式
が
え
ら
れ
る
。

U
H
H
(
H
F
)
州

、

同

(

同

)

州

J
V
H州、。
(
N
+
る)同

H
州

、

。

由

込

町

(

凶

)

株
主
が
株
式
に
お
い
て
期
待
す
る
収
益
は
、
将
来
の
永
続
的
な
配
当
の
流
れ
で
あ
る
か
ら
、
け

H
O
に
お
け
る
株
式
市
場
価
値
h
は、

?一
γ司

lg

で
あ
る
。

ω式
と
印
式
に
よ
っ
て
ゆ
式
を
書
き
か
え
れ
ば
、

一ぺ

2
3
5芯

lg

( 

E心
) 

句。
11 

、.
0
0

H
(
H
1
3
州

、

。

戸

間

1
1
H
S
1込
)
門
誌

t

巴

で
あ
る
。

w
Vろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
積
分
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
閉
式
が
え
ら
れ
る
。

H
d
日
仏
同
ハ
川
ド
同
町
l

(

町
)

b
l『
思

こ
の
間
式
が
ゴ
ー
ド
ン
の
示
す
株
式
市
場
価
値
評
価
の
基
本
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
式
か
ら
投
資
の
最
低
必
要
収
益
率
H
資
本
コ

λ

ト
k
は
、
つ

(
串
)



ぎ
の
よ
う
に
し
て
求
め
ら
れ
る
。

r
H
ト
仰
い
防
出

l

M

M

E

 

す
な
わ
ち
、
現
行
配
当
刺
廻
り
に
留
保
利
益
の
再
投
資
か
ら
期
待
さ
れ
る
成
長
率
を
プ
ラ
λ

し
た
も
の
が
、
現
在
株
価
を
維
持
す
る
た
め
の
投
資

決
定
の
基
準
た
る
資
本
コ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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∞

ω
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M
F
E
g
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E
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ロ
血
由
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S
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ω
g己注目ロ
-
k
rロ
m-
忌
∞
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E
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目
。
ロ
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E
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H
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自
己
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血
血
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品
H
H
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川
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同
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ω
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O
B
S
-
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E
0
4
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J
H
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勾
t
z
-

口
同
:

切
・
冨
-
F
0
5
2
h
W
4『・

4
・
C
R
E
o
p
a
-
-
3
0
H
E
O間
同
由
民
自
え
の
白
百
円
け
と
回
口
白
岡
田
氏
口
問

g
ι
ω
g
n
w
〈担
z
a目。
P
k
r
g
R芯
g
出口
D
E
S
K

H州自己
0
4
F
ω
0
1・
昌
宏
・
同
)
唱
-
S
G
i
g叶・

(
却
)
冨
-
H・
の
OH品。
p
o
u
-
ロ
日
付
:
旬
・

g
-

(
m
w
)

司・

ζ
o
a
m
M
U尽
き
仏
冨
・
戸
玄
巴
2
・
0
H
y
n
-
?
・]渇・

5
品
t
H日目・

モ
ク
リ
ア
l

て

ミ

ラ

l
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
紹
介
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
包
括
的
に
紹
介
・
検
討
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
小
野
二

郎
「
資
本
コ
ス
ト
と
資
本
構
成
」
神
戸
大
学
経
営
経
済
研
究
所
『
経
済
経
営
研
究
』
第
十
四
号
冊
、
井
出
正
章
「
資
本
構
成
・
資
本
費
用
と
M
M
命

題
」
立
正
大
学
『
経
済
学
季
報
』
第
十
四
巻
一
一
一
・
四
号
、
市
村
前
掲
書
第
四
章
な
ど
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
凱
)
同
志
向
同
・

-
H
M
M
Y
H
a
t
5∞・

モ
ジ
リ
ア
1
ニ
、
ミ
ラ
ー
の
裁
定
取
引
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
例
え
ぽ
市
村
教
授
の
前
掲
蓄
に
具
体
例
を
も
っ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る

l
l同
喜
一
七
六

i
一
八
三
頁
。

(

沼

)

同

σ戸
・
匂
HY
口
ω
i
H吋
己
・

株
式
市
場
価
値
極
大
化
の
た
め
の
投
資
決
定
基
準
を
平
均
資
木
コ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
そ
の
企
業
の
属
す
る
等
価
利
益
グ
ラ
ス
に
囲
有
の
資
木
還
一
万

率
と
す
る
モ
ジ
リ
ア

I
ニ
、
ミ
ラ
l
の
主
張
の
論
拠
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
井
出
前
掲
論
孜
一
九

O
頁
以
下
参
照
。

(
お
〉
開
・

ω
O
H
O
B
C
H
f
z寸
FOOHMJ3H)-HCC同・

ハ
川
剖

)
H
E
a
-
-
H
Y
H
H吋・

十

骨

『

H
札
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、

(
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)

企
業
の
投
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本
的
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格
(
二
)
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四
九



企
業
の
投
資
決
定
論
の
骨
格
本
的
性
格
(
一
一
)

五
O 

(4) 

市
場
評
価
法
に
お
け
る
持
分
均
衡
観
を
め
ぐ
る
問
題
点

い
さ
さ
か
詳
細
に
た
り
す
ぎ
た
嫌
い
が
あ
る
が
、
以
上
は
、
投
資
決
定
基
準
に
関
す
る
証
券
市
場
評
価
法
の
代
表
的
な
諸
説
の
内
容
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
再
三
指
摘
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
方
法
の
基
本
的
な
特
徴
は
、
現
在
株
主
の
所
有
す
る
株
式
の
市
場
価
値

を
最
低
限
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
一
種
の
持
分
均
衡
観
に
立
ち
、
証
券
市
場
の
「
客
観
的
」

な
許
価
に
依
拠
し
て
、

「
不
完

全
・
不
確
実
」
の
条
件
下
に
お
け
る
投
資
決
定
に
有
効
な
資
本
コ
ス
ト
の
概
念
と
測
定
方
式
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

る
o

v

」
れ
を
さ
き
に
検
討
し
た
確
実
性
等
価
法
と
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
主
張
者
達
が
誇
示
し
て
い
る
よ
ろ
に
、
確
か
に
そ
れ
は
「
主
観

的
要
素
の
介
入
」
を
排
除
し
て
、
不
確
実
性
要
因
を
体
系
的
か
つ
合
理
的
に
解
決
し
て
い
る
方
法
で
あ
る
上
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

E
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
株
式
会
社
に
お
け
る
資
本
の
証
券
化
H
擬
制
資
本
の
創
出
と
証
券
市
場
の
発
展
に
伴
っ
て
、
資

本
家
は
彼
の
投
下
し
た
資
本
を
随
時
回
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

「
自
由
な
貨
幣
資
本
は
、

そ
れ
が
貸
付
資
本
と
し
て
の
そ
の
本
来

の
機
能
に
お
い
て
確
定
利
子
付
貸
付
へ
の
投
下
を
競
争
す
る
の
と
同
様
に
、
そ
の
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
利
子
付
資
本
と
し
て
、
株
式

へ
の
投
下
を
競
争
す
る
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
投
下
可
能
性
を
め
ぐ
る
競
争
は
、
株
式
の
価
格
を
確
定
利
子
付
投
下
の
価
格
に
接
近
さ
せ

て
、
株
主
に
と
っ
て
産
業
利
潤
か
ら
の
収
益
を
利
子
に
帰
着
さ
せ
る
し
。

こ
の
利
潤
を
生
む
現
実
資
本
を
利
子
を
生
む
擬
制
資
本
に
評
価

替
す
る
過
程
で
、
現
実
資
本
(
い
わ
ゆ
る
「
生
産
的
投
資
」
)

の
も
た
ら
す
収
益
の
質
的
な
ら
び
に
量
的
な
差
異
は
、

と
っ
て
は
「
利
子
率
で
資
本
還
元
さ
れ
た
収
益
に
基
づ
く
彼
の
資
本
の
評
価
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
克
服
さ
い
川
町
均
等
化
さ
れ
る
の
で
あ

個
々
の
投
資
家
に

る
。
こ
の
評
価
が
実
際
的
と
な
り
、
社
会
的
か
つ
客
観
的
に
妥
当
す
る
た
め
の
基
礎
が
証
券
市
場
の
発
展
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
、

し、

う

ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

端
的
に
い
っ
て
、

生
産
的
投
資
の
収
益
の
質
的
・
量
的
差
異
は
、

株
式
市
場
価
値
の
差
異
に
お
い
て
客
観
的



に
表
現
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
面
の
不
確
実
性
問
題
を
証
券
市
場
の
評
価
に
依
拠
し
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
市
場
評
価
法
の
「
客
観

性
」
は
、

一
応
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
証
券
市
場
の
現
実
の
諸
過
程
は
、
決
し
て
矛
盾
な
く
進
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
評
価
過
程
に
お

い
て
は
、
「
も
は
や
資
本
は
特
定
の
大
き
さ
と
し
て
は
現
わ
れ
ず
、

ま
た
、

こ
の
大
き
さ
は
利
潤
の
大
き
さ
に
対
し
て
決
定
的
と
し
て
は

現
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
利
潤
が
特
定
の
大
き
さ
と
し
て
確
定
さ
れ
て
現
わ
れ
、
こ
の
大
き
さ
に
従
っ
て
資
本
の
大
き
さ
が
規
定
さ
れ

る
。
こ
の
規
定
は
:
:
:
創
業
者
利
得
の
獲
得
を
可
能
に
し
且
つ
そ
の
高
さ
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
実
の
諸
関
係
は
逆
倒
さ
れ
て
現

わ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
過
程
は
、
株
主
層
の
内
部
に
お
け
る
一
般
株
主
と
大
株
主
へ
の
分
化
と
対
立
と
を
、
す
な
わ
ち
、
零

細
な
多
数
の
一
般
株
主
の
貸
付
資
本
家
へ
の
不
断
の
転
落
と
無
機
能
化
と
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
少
数
の
大
株
主
に
よ
る
創
業
者
利
得

や
そ
の
他
の
利
得
の
収
取
と
支
配
集
中
と
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
は
最
早
、
周
知
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
株
主
の
持
分
均
衡
観
に
立
つ
市
場
評
価
法
に
お
い
て
は
、
客
観
的
な
証
券
市
場
の
評
価
に
依
拠
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ

は
、
収
益
の
質
や
配
当
な
ら
び
に
資
本
構
成
な
ど
の
諸
変
数
と
株
式
市
価
と
の
画
数
関
係
と
い
う
よ
う
な
現
象
的
な
表
面
を
、

い
わ
ば
証

券
ア
ナ
リ
ス
ト
や
取
引
所
人
の
眼
を
も
っ
て
ひ
と
な
で
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
|
註
(
政
)
参
照
l
、
右
に
の
べ
た
よ
う
な
経
済

的
諸
関
係
の
本
質
に
対
す
る
理
解
も
な
け
れ
ば
、
「
現
在
株
主
」
の
内
部
に
お
け
る
支
配
株
主
と
一
般
株
主
の
対
立
と
い
う
視
点
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
理
論
の
誇
示
す
る
投
資
決
定
基
準
の
「
客
観
性
」
や
「
合
理
性
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
不
確
実
性
下
の
資
本
コ
ス
ト
が
合
理
的
か
つ
客
観
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
論
拠
は
、
屡
々
述

べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
株
式
市
価
に
表
現
さ
れ
る
証
券
市
場
の
客
観
的
か
つ
平
均
的
な
収
益
期
待
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
か
に
証
券
市
場
の
客
観
的
な
評
価
に
依
拠
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
将
来
の
株
式
市
価
の
発
展
動
向
に
対
す
る

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
つ
一
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企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
つ
一
)

一五

経
営
者
の
投
資
時
点
に
お
け
る
事
前
の
予
測
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
事
前
の
予
測
が
諸
事
象
の
経
過
し
た
の
ち
に
お
け
る

評
価
と
一
致
す
る
と
い
う
保
証
が
あ
っ
て
、

は
じ
め
て
、
そ
の
客
観
性
を
主
張
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
期
し
難
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
資
本
コ
ス
ト
測
定
の
客
観
性
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
企
業
の
経
営
者
や
支
配

者
の
主
観
的
な
判
断
の
時
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、

ケ
イ
ン
ズ
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
株
式
会
社
と
証
券
市
場
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
多
数
の
投
資
の
不
断
の
交
替

を
通
じ
て
投
資
が
日
々
一
再
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
の
経
営
者
が
こ
の
客
観
的
な
評
価
に
規
制
さ
れ
て
、
投
資
の
期
待
収
益
を
確
定

し
、
資
本
の
大
き
さ
と
そ
の
採
否
を
決
定
す
る
こ
と
も
現
実
で
あ
る
(
第
二
節
E
項
参
照
)

0

ま
た
、

近
代
株
式
会
社
の
支
配
者
や
経
営

者
は
、
自
ら
の
企
業
の
実
情
を
知
悉
し
、
政
治
、
経
済
や
産
業
部
門
の
諸
動
向
を
も
知
り
う
る
と
こ
ろ
か
ら
、
株
式
市
価
の
発
展
方
向
を

予
知
す
る
こ
と
も
、
ま
た
株
式
市
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
不
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
企
業
の
支

配
者
や
経
営
者
を
し
て
、
例
え
ば
株
式
発
行
や
株
式
流
通
の
過
程
で
、

一
般
株
主
の
犠
牲
に
お
い
て
多
大
の
資
本
利
得
を
収
取
し
た
り
、

生
産
的
投
資
に
不
可
避
の
不
確
実
性
や
危
険
を
一
般
株
主
に
転
稼
し
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
「
現

在
株
主
」

一
般
の
立
場
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
問
題
を
み
て
く
る
と
、
デ
ユ
ラ
ン
ド
等
が
不
確
実
性
問
題
を
意
識
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
包
括
的
に

体
系
化
す
る
た
め
に
、
従
来
の
「
利
潤
極
大
化
の
原
理
」
か
ら
「
株
式
市
場
価
値
極
大
化
の
原
理
」
に
視
点
を
移
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
証
券
評
価
の
理
論
を
そ
の
体
系
に
導
入
す
る
こ
と
を
不
可
欠
の
要
件
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
現
在
の
支
配

的
な
投
資
理
論
の
基
本
的
性
格
を
占
う
う
え
で
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
生
産
的
投
資
に
不
可

避
の
不
確
実
性
要
因
や
リ
ス
グ
要
因
に
対
す
る
証
券
市
場
の
評
価
傾
向
と
株
式
市
場
価
値
の
発
展
方
向
を
「
客
観
的
」
に
予
知
す
る
こ
と



に
よ
っ
て
、
企
業
は
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
ど
れ
け
だ
一
般
投
資
家
に
転
稼
し
う
る
か
を
見
透
す
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

一
見
極
め
て
「
客
観
的
か
つ
科
学
的
」
に
み
え
る
こ
の
程
論
は
、
そ
の
主
張
者
達
の
主
観
的
意
図
は
ど
う
あ

れ
、
企
業
の
大
株
主
や
支
配
者
の
立
場
に
立
っ
た
極
め
て
寄
生
性
・
腐
朽
性
に
富
む
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
持
分
均
衡
鋭
に
立
脚
す
る
市
場
評
価
法
は
、
そ
の
主
張
や
方
法
の
「
客
観
性
」
を
表
付
け
る
も
の
と
し
て
依
拠
し
た
と
こ

ろ
の
客
観
対
象
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
矛
盾
や
本
質
的
諸
関
係
を
洞
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
そ
の
論
理
展
開
の
う
え
に
お
い

て
も
、

い
く
つ
か
の
難
点
を
含
ん
で
い
る
。

モ
ジ
リ
ア
l
ニ
、
ミ
ラ
!
等
の
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
株
式
市
場
価
値
の
極
大
化
を
基
礎
と
す
る
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も

と
で
は
、
企
業
の
個
々
の
投
資
計
画
の
採
否
は
、
そ
れ
が
株
式
市
価
を
上
昇
さ
せ
る
か
否
か
の
テ
λ

ト
に
よ
っ
て
究
極
的
に
決
定
さ
れ

る
。
も
し
そ
れ
が
株
式
市
価
を
上
昇
せ
し
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
施
さ
れ
る
価
値
が
あ
り
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
期
待
収
益
は

企
業
の
限
界
資
本
コ
ス
ト
以
下
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
基
本
的
な
思
考
様
式
か
ら
、
新
投
資
の
資
本
コ
ス
ト
は

最
低
限
、
現
在
株
価
を
維
持
す
る
収
益
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
基
本
命
題
が
導
き
出
さ
れ
、
デ
ュ
ラ
ン
ド
等
の
主
張
に
端
的
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
資
本
コ
ス
ト
の
確
定
の
た
め
に
、
既
存
投
資
に
も
と
で
く
現
在
の
株
式
市
価
と
新
投
資
後
の
株
式
市
価
の
動
向
と
の
比

較
考
察
が
、
し
た
が
っ
て
証
券
評
価
理
論
の
導
入
が
不
可
欠
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
思
考
様
式
や
理
論
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
既
に
ゴ
ー
ド
ン
等
が
気
付
い
て
い
な
、
が
ら
充
分
に
解
決
し
え
な
か

(
卸
)

っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

一
種
の
循
環
論
に
陥
ち
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
新
投
資
の
採
否
は
、
そ
れ
が
株
式
市
価

を
上
昇
せ
し
め
る
か
否
か
の
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
究
極
的
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
は
新
投
資
後
の
株
式
市
価
の

動
向
が
知
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
、
企
業
全
体
と
し
て
の
投
資
予
算
の
規
模
や
資
本
調
達
方
法
と
、

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
合
一
)
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五
回

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
や
資
本
コ
ス
ト
を
一
応
既
知
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
反
面
、
こ
の
方
法
が
そ
の
解
を

求
め
て
い
る
投
資J

決
定
基
準
た
る
資
本
コ
ス
ト
は
、
新
投
資
後
の
株
式
市
価
の
動
向
が
明
か
に
さ
れ
て
は
じ
め
て
「
客
観
的
」
に
確
定
さ

れ
る
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
右
に
関
連
し
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
投
資
決
定
論
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
個
々
の
単
一
の
新
投
資
計
画
と
株
式
市

価
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
新
投
資
を
賄
う
資
本
調
達
方
法
と
株
式
市
価
と
の
関
連
と
い
う
よ
う
に
、

た
だ
二
つ
の
変
数
聞
の
関
係
に
問
題

を
限
定
し
て
考
察
し
、

一
定
期
間
内
に
お
け
る
総
投
資
計
画
案
を
企
業
全
体
と
し
て
同
時
的
か
つ
綜
合
的
に
評
価
決
定
す
る
と
い
う
問
題

が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
株
式
市
価
、
企
業
全
体
と
し
て
の
資
本
予
算
規
模
、
資
本
調
達

方
法
な
ら
び
に
配
当
政
策
な
ど
の
諸
変
数
は
、
綜
合
的
か
つ
同
時
的
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
投
資
計
画
ご
と
に
株
式
市
価

に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
そ
れ
を
評
価
決
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
観
念
的
に
は
と
も
あ
れ
、
現
実
的
に
は
不
可
能
と
い
わ
ね
ば
な

(

州

制

)

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
の
投
資
決
定
論
は
、
正
に
株
主
の
持
分
均
衡
観
に
立
つ
が
ゆ
え
に
、
留
保
利
益
の
資
本
コ
ス
ト
に
関
し
て
も
ま
た
解
き
難
い

難
問
に
逢
着
す
る
。

こ
の
理
論
の
建
て
方
か
ら
す
れ
ば
、
留
保
利
益
の
資
本
コ
ス
ト
は
、

一
般
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
が

利
益
を
留
保
し
て
内
部
投
資
す
れ
ば
、
株
主
は
そ
れ
だ
け
の
追
加
配
当
を
受
け
た
場
合
に
稼
得
で
き
る
機
会
を
失
う
か
ら
、
そ
の
内
部
投

資
の
期
待
収
益
は
、
そ
れ
が
約
束
す
る
株
価
上
昇
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
こ
の
見
送
ら
れ
た
配
当
額
に
棺
当
す
る
価
値
を
株
主
に
も
た
ら

す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
結
局
は
収
益
株
価
率
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
留
保
利
益

の
資
本
コ
ス
ト
を
株
主
の
機
会
原
理
と
み
る
思
考
様
式
が
、
ソ
ロ
モ
ン
等
の
主
張
す
る
個
人
利
用
基
準
(
℃

0
2
0ロ
包

5
0
2
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で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
留
保
利
益
の
資
本
コ
ス
ト
は
、
内
部
投
資
の
可
能
性
を
ど
れ
だ
け
切
捨
て
る
べ
き
か
の
基
準
を
示
す
筈
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
同
時
に
、
適
正
な
配
当
政
策
の
決
定
に
係
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
株
主
の
機
会
原
価
か
ら
そ
の
資
本
コ
ス
ト
を

誘
導
し
て
、
見
送
ら
れ
た
配
当
額
と
内
部
投
資
の
約
束
す
る
株
式
市
価
の
上
昇
に
も
と
づ
く
資
本
利
得
と
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の

資
本
コ
ス
ト
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
に
は
、

一
定
の
配
当
額
と
内
部
留
保
額
と
へ
の
利
益
分
割
が
既
に
知
ら

れ
て
い
る
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
?
そ
れ
は
ま
た
、
ど
れ
だ
け
の
内
部
投
資
の
可
能
性
を
放
棄
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
が
判
っ
て
い
る
と
き
に
、

は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
反
面
、
そ
の
内
部
投
資
の
決
定
は
、
そ
れ
を
前
提

と
し
て
は
じ
め
て
確
定
さ
れ
る
資
本
コ
ス
ト
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
明
か
に
投
資
計
算
は
不
可
能
と
な
る
で

(
必
)

あ
ろ
う
c

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

ソ
ロ
モ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
が
自
ら
容
認
し

τい
る
よ
う
に
、
こ
の
思
考
様
式
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
に

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
個
人
所
得
税
の
問
題
を
考
え
に
入
れ
て
く
る
と
、
現
実
に
は
、
個
人
所
得
税
率
が
累
進
的
で
あ
る
た
め
に
、

個
々
の
株
主
相
互
間
に
お
い
て
税
率
が
異
な
り
、
ま
た
所
得
税
率
と
資
本
利
得
税
率
と
の
聞
に
相
当
の
格
差
が
あ
る
か
ら
、
株
主
の
持
分

均
衡
観
に
立
つ
個
人
利
用
基
準
に
よ
っ
て
は
、
留
保
利
益
の
資
本
コ
ス
ト
を
一
義
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
乙
で
、
こ
の
難
聞
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
、
こ
の
基
準
に
か
え
て
、

い
わ
ゆ
る
外
部
利
廻
り
基
準

(
R
Z
E
m
-
-
o
E
2存
2
l

日

oロ
)
を
利
用
す
べ
き
こ
と
が
一
般
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
外
部
利
廻
り
基
準
は
企
業
の
外
部
投
資
の
機
会
を
基
準
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
企
業
の
内
部
投
資
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
代
替
的
な
投
資
の
最
高
の
価
値
、

つ
ま
り
内
部
投
資
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
外
部
投
資

の
機
会
原
価
を
も
っ
て
、
留
保
利
益
の
資
本
コ
ス
ト
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
等
に
よ
れ
ば
、
資
本
市
場
が
合
理
的
に
機
能
す

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)
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業
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定
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性
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二
)

一
五
六

る
と
仮
定
す
る
と
、
企
業
に
と
っ
て
は
既
存
投
資
の
利
益
の
質
と
量
と
に
等
し
い
収
益
(
率
)
を
も
た
ら
す
外
部
投
資
の
機
会
が
え
ら
れ

る
か
ら
、
こ
の
基
準
に
よ
る
資
本
コ
ス
ト
も
ま
た
収
益
株
価
率
に
等
し
く
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
基
準
を
も
っ
て
個
人
利
用
基
準
に
か
え

(
必
)

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
部
利
廻
り
基
準
に
土
る
資
本
コ
ス
ト
は
、
疑
い
も
な
く
企
業
の
観
点
か
ら
み
た
機
会
原
価
で
あ
っ
て
、
こ
の
理
論

の
基
本
的
な
建
て
前
と
す
る
株
主
の
持
分
均
衡
観
と
は
、
明
か
に
そ
の
観
点
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
議
論
は
、

「
資
本
市
場
の
合
理
的
な
機
能
」
と
い
う
上
う
な
現
実
妥
当
性
の
疑
わ
し
い
仮
定
を
も
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
巧
み
に
そ
の
観
点
を
移

行
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
き
の
難
聞
に
対
す
る
首
尾
一
貫
し
た
解
決
法
と
は
い
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
以
上
の
よ
う
な
無
意
味
な

議
論
の
展
開
の
な
か
に
、
株
主
の
持
分
均
衡
観
に
立
脚
す
る
投
資
決
定
理
論
の
破
綻
と
無
意
味
さ
を
、
自
ら
露
呈
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
ヒ
ル
フ
ァ
l
Jア
ン
グ
『
金
融
資
本
論
』
前
掲
邦
訳
上
巻
一
七
七
頁

(
お
)
同
邦
訳
二
二
四
頁

(
釘
)
同
邦
訳
二
四
五
頁

(お
)
H
4・
言
。
門
回
目
ぬ
回
目
胆
H
H
日

待

富

-
z・
7
白
ロ

21・
C
U・
口
町

F
-
H
V
-
H印
日
一
.

な
お
、
こ
の
よ
う
な
主
張
ば
、
さ
き
に
検
討
し
た
リ
ン
ゼ
ィ
、
サ
メ
γ
ツ
な
ど
の
多
数
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

!
l
m
E
E白
星
伶

〉・

4
『・

ω白
S
O
F
a
-
ロ日付・噂

HV-g

(

山

山

)

冨

-

M
・
の
。
同
仏

o
p
o
]
y
n
E
-
w
u・

s-

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
註
ハ
幻
)
で
示
し
た
株
式
評
価
の
基
本
モ
デ
ル

l
l伺
式
と
、
資
本
コ
ス
ト
の
基
本
モ
デ
ル
|
|
制
式
と
を
み
れ
ば
、
一
目

瞭
然
で
あ
る
。
な
お
、
ゴ
ー
ド
ン
は
こ
の
循
環
論
を
裁
ち
切
る
方
法
と
し
て
、
モ
ジ
リ
ア
1
ニ
、
ミ
一
ア
1
の
い
わ
ゆ
る
等
価
利
抗
ク
ラ
ス
の
概
念
と

類
似
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

(
ω
)
2・・
H出
・
包

-
F
0
5
2
h
r
d司
・
寸
-
C
R
P
c
p
o℃
・
口
日
件
・

HI・
H
F
Cげ
白
出
ぬ

h
F
H・
同
ι・

∞
『
色
付

c
p
k
r
c
c口
付
円

5
E目
。
口
付
C
H
F由



寸

YAUO与
え
の
者
向
仲
田
同
国
戸
仏
間
由
民
口
問
i
l
l
-
F
O
冨
丘
件
目

l
H出
43田
E
H
O
E
C胆
印

0・
H
O
E
E回
目
。
同

E
P
E
g
-
〈

O
H
H
4
園
・

Z
0・
Aケ
回
申
告
・

こ
れ
か
ら
の
論
孜
に
お
い
て
は
、
従
来
の
投
資
決
定
論
が
看
過
し
て
き
た
総
投
資
計
画
案
の
全
体
的
評
価
の
問
題
が
意
識
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

伝
統
的
な
投
資
理
論
の
問
題
の
建
て
方
に
対
す
る
一
つ
の
批
判
的
な
在
り
方
と
し
て
、
多
数
の
投
資
計
画
と
資
本
調
達
方
法
な
ら
び
に
株
式
評
価
の

同
時
釣
決
定
に
関
す
る
問
題
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

(
叫
)
回
・

ωOHO旨
o
p
-
-
4
H
8
0
ミ
J
E
y
s
i
E
-

(必

)
Q
-
-
出
・
〉
5
2
H
Y
出・州
W

・
O
・

ω印
・
お
}
む
・
前
掲
邦
訳
五

0
1五
一
一
具
。

(
品
〉
肘
・

ω
O
H
O
B
D
P
E吋
官
。
与

3
3・日中、
(
E
-

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
参
照
。

企
業
の
投
資
決
定
論
の
基
本
的
性
格
(
二
)

一
五
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完
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